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３. 次世代電子政府での活用方法に関する調査研究�

 セマンティック ��� 技術を次世代の電子政府に活用する視点から、電子政府関連の情

報に対するセマンティック情報（メタデータ）の付与方法とそれを活用したセマンティッ

ク情報検索の方法について調査検討を行なった。�

�

３.１ セマンティック情報（メタデータ）の付与に関する調査�

各国の電子政府構築において、電子政府関連の情報に対してセマンティック情報を付与

する事例としては、現状ではメタデータ付与の事例しかない。そこで、電子政府関連の情

報に対するメタデータ付与に関して、下記の調査を行なった。�

・国内の行政公開情報の調査�

・海外政府のメタデータ付与に関する調査�

・メタデータ階層モデル調査�

・メタデータ定義調査�

・利用者プロファイルのメタデータ定義に関する調査�

�

３.１.１ 国内の行政公開情報の調査�

 国内の行政公開情報の調査を行ない、国内の行政公開情報について、どのようなメ
タデータの付与方式とメタデータの活用方法が相応しいかその方向性を検討した。�

�

３.１.１.１ 経済産業省の���サイトの調査�

経済産業省を対象として、���サイト上で掲載されている公開情報の調査を行なった。�

対象の #+� は経済産業省の情報公開の説明ページ�	であるが、その配下には、次の 	

つの情報へのリンクがある。�

 @�A�行政文書�

  �A�行政文書ファイル�

  �A�特許庁行政文書ファイル�

 @-A�政策情報�

  �A�政策 /,における掲載情報の紹介�

  	A�報道発表資料�

�

（�）行政文書�

 �A�の特許庁行政文書ファイルについては、調査期間中アクセスできなかったため検討を

行なっていない。また、�Aの行政文書ファイル（管理簿）は、紙などで保存されている行

政文書に対する情報（これ自体がメタデータ）であり、それに対する検索システムが稼動

している。図�３��に行政文書ファイル検索システムの条件入力画面を示す。図�３��に示

すように、行政文書ファイルの（メタデータの）内容としては、分類（大分類、中分類、

小分類）、日付などの項目がある。現状の検索でも、詳細検索を用いれば、日付による検

�����������������������������������������������������������
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索や、管理担当課室・係による分類などをメニュー的に選択しながらを検索を行なうこと

ができる（図�３��参照のこと）。行政文書ファイルの項目に関する考察については、３．

１．４節を参照されたい。�

�

（-）政策情報�

�AL	Aは、ホームページ上に載っており、セマンティック ��� 技術を活用しやすいのは

これらの情報である。�A�はどちらかと言うとフリーフォーマットに近く、,*8 文書も多

く存在する。	Aは報道発表なので、概要、担当、発行日、資料内容へのリンクなどからな

っている（図�３�	参照のこと）。�

�

（
）その他�

経済産業省では、上記の（�）（-）以外にも、経済産業省���サイトにおいて情報の

提供を行なっている。上記以外には、�

� ・�<��’(�4�2�

・入札�

・公募�

・イベント情報�

・電子申請�

などのページがある。�

�

�

図�３�� 経済産業省の行政文書ファイルの検索画面�
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�

図�３�� 行政文書ファイルの検索結果�
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�

図�３�� 経済産業省の行政文書ファイルの詳細検索画面�

分類項目をメニュー形式で選択することもできる�
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図�３�	 経済産業省の報道発表資料の例�

�

（１）簡単な検索実験�

経済産業省の���サイトには、���ページ上の情報を検索するホームページ検索（以

下 /,検索）機能もある。紙ベースを主とした行政文書を検索する行政文書管理簿の検索

とは別であり、検索結果も異なる。表�３��は幾つかの検索語を用いて両者の検索結果（件

数）の比較を行なった結果である。�

�

検索語 
行政文書
検索 

HP 検索 
�


7-�/� �� ��� �
電子情報技術産業協会� �� 83� �

7-6/� �� %)� �
日本電子工業振興協会� 3� ))� �
電子協� �� �,�

� � �
注）行政文書の � 件は水産電子協会がヒット ��

検索は少なくとも ����� の意味のものがあ
る。�

� � � �

表�３�� 0"%$公開情報の検索実験�

�

行政情報管理簿自体が紙情報のメタデータのようなものなので、キーワード検索では、

上記のように検索結果の件数も少なくなっている。/,検索では、文書内に電子協（."$*�）

などのように書かれるので検索できている。逆にあまり関係がない文書であっても、どこ

かに記述があれば検索結果に出てくる。�

このような場合、."$*�（日本電子工業振興協会）が ."$%�（電子情報技術産業協会）

に組織変更されたことや、日本電子工業振興協会が ."$*�と呼ばれているという知識（オ

ントロジー）を活用し、検索を高度化する余地がある。�
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３.１.１.２ 国内の他の行政公開情報の調査�

利用者側からみると、どの情報がどの省庁あるいはその他の施設等にあるかは判りにく

く、省庁間で横断検索できるような機能は重要である。そのような横断検索を行なえる

���サイトとして、電子政府のポータルサイトである電子政府総合窓口がある。ここでは、

電子政府総合窓口を中心に調査を行なった結果について述べる。�

�

（１）電子政府総合窓口�

 電子政府総合窓口�
では、各省庁のホームページの検索を行なうことができる。地方部

局やその他施設なども検索できる��。（図�３��参照のこと。）�

全省庁ホームページ検索に対し、前述と同様の検索実験を行なったところ、表�３��の

ようになった。�

�

経済産業省 電子政府総合窓口 
検索語 

行政文書管理 HP 検索 産業省 関連省庁 関連団体 産業省以外 

JEITA 1 21 4 4 8 5 1 
電子情報技術産業協会 0 95 28 39 48 56 17 

JEIDA 0 36 22 22 35 35 13 

日本電子工業振興協会 5 66 40 49 68 113 64 

電子協 2 14 2 2 5 196 194 

表�３�� 電子政府総合窓口での検索実験�

�

表�３��で電子政府総合窓口の「産業省」の欄は、検索対象に経済産業省を選択した場

合、「関連省庁」の欄は、経済産業省に加え、資源エネルギー庁、特許庁、中小企業庁の

関連庁を追加した場合、「関連団体」の欄は、さらに、地方部局や産業技術総合研究所な

どの関連機関を加えた場合、「産業省以外」の欄は、全本省庁で検索した結果及びそこか

ら経済産業省関連機関を除いた結果の件数である。（図�３� 参照のこと。）�

経済産業省と電子政府総合窓口の検索結果が合わないことは、対象としている ��� サ

イトの範囲が異なることや索引の作り方による検索漏れや同一情報の重複度合などの違い

が原因と推定される。�

意外に「産業省以外」の検索でも、経済産業省の関連団体である日本電子工業振興協会

は引用されることが多い。経済産業省以外では、総務省が多かった��。�

電子政府総合窓口では、行政文書ファイルに対する検索も省庁横断的に行なう事ができ

る。申請様式の横断検索も行なえるが、キーワード及び分類から選択していくようになっ

ている。�

�

�����������������������������������������������������������
�
� ���!"##$$$��
'&2�'&�?!#�
���これに対して経済産業省のホームページ検索は� ���!"##$$$������'&�?!# 以下のみを対象としている
と思われる。�
���但し、経済産業省以外での「電子協」のヒットには、米国電子協会などでのヒットが多い。�
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�

図�３�� 電子政府のポータル「電子政府の総合窓口」�
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�

図�３�  電子政府の総合窓口の詳細検索画面�

本省庁のほか地方支分部局、その他施設等機関等も検索対象にできる�

�
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３.１.１.３ 公開情報に対するセマンティック���技術活用の方向性����

ここでは、上記公開情報を対象として、セマンティック ��� 技術を活用し改良する一

般的な方向性について述べる。�

�

（１）一般的な機能拡張の方向性�

前節で述べた公開情報のうち、（�）については、それ自体が紙媒体による情報に対す

る書誌情報であり、メタデータと呼べるが、これらのメタデータを追加・改良を行なうこ

とを考えると、人手によりデータの追加・修正を行なうことになり、大きなコストがかか

る。ここでは、主に（-）及び（
）、すなわち一般の���を対象として、セマンティッ

ク���の技術を用いてどのような改良が行なえるかの案を述べる。このうち幾つかは（�）

の検索性能の向上にも寄与する。�

セマンティック���を用いた改良の方向性としては、以下が考えられる。�

(1)リソース発見（検索機能）の高度化 

・検索条件の緩和：メタデータの情報を利用して、対象情報固有の類義語辞書を作成

する。特に、メタデータを対象として検索を行なう場合、使用されている語が少な

いため、条件を緩和しないとヒットしにくい。 

・知的検索機能の強化：メタデータやオントロジー情報を活用し、質問の意味内容に

沿った検索を行なうことにより、検索の精度をあげることができる。 

・検索結果のグループ化：省庁を横断する検索システムによって検索対象となるドキ

ュメントが豊富になる一方、検索結果として得られる項目も増大する。特に、類義

語などを用いて検索条件を緩和する場合には、ヒットする項目が爆発的に増えるこ

とが予想され、利用者にとって必ずしも良い結果にはならない。したがって、検索

結果のグループ分けや、不要な情報の隠蔽あるいは排除が重要になる。 

・他人の評価情報を活用する：他人がつけたメタデータやアノテーション、投票結果

などを参考にする 

@�A蓄積情報の構造化（リソース作成、管理）：メタデータやオントロジーで構造を記述す

ることにより、一つのリソースを多角的に見せたり、構造から検索を行なったりするこ

とが可能となる。�

@�A提示情報の構造化（受け取り手の再利用）：情報を構造化することにより、利用者の望

む方法での利用や再利用することができるようにする。�

@	A上記を用いた自動化エージェント�

�

（２）具体的改善案�

経済産業省のホームページの内容（情報公開のページに限定せず）に則してより具体的

には以下が考えられる。但し、これらもまだ、方向性を示すものであり、実現性の検証が

なされていないものも含まれる。�

@�A�検索の高度化�

1) 検索条件の緩和： 

�A� 電子政府総合窓口の検索では検索条件として「電子商取引」を指定した場合

と「"
」を指定した場合では異なった結果が得られた。現状では、可能な全
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ての同義語を利用者が順次指定して検索する必要があるが、意味情報を使う

ことでこの操作を自動化できる可能性がある。また、同義語間の変換を既に

実現している検索エンジンにおいても、語彙の保守や拡張が容易にするため

に汎用のオントロジーを使うことは考えられる。�

��A� 意味情報を使って包含関係にある概念にまで検索条件を緩和することも考

えられる。例えば、検索条件に「自動車」を与えた時に、「自動車」に含ま

れる「乗用車」や「トラック」などについての検索も自動的に行なう場合で、

このことで有効な情報が収集できる場合もあり得る。�

���A� 行政文書管理簿の項で述べたが、各組織の正式名称に対する俗称や、0$%$

から0"%$、."$*�から ."$%�といった組織変更など、経済産業省関連の

用語の関係性が、オントロジーとして記述されているとすると、それを用い

て類語辞書を作れば、「."$*�」で検索できなかったような漏れを防ぐこと

ができる。�

�A� 知的検索機能の強化：�

��A� 上記、��Aは、知的検索の点でも有効である。�

�A� 特定の語彙が、組織名であることが推定できれば、組織名である事を利用し

て検索及び絞り込みを行なうことができる。�

��A� 時系列を考慮した資源内容変更の追跡�

時系列情報のメタデータを活用した検索。具体的には組織の改編、消滅に伴

う名称変更や申請プロセス自体の変更により、資源に対する問い合わせ先や

資源の存在が不明になる場合がこれに相当する。�

���A�オントロジーの公理の活用によりある程度の推論を行なうこともできるよ

うになる。例えば、親の情報が明示されていなくても、子供の情報が記載さ

れているサイトから、親の情報を推論するなど。�

�A� 検索結果のグループ化：�

����A�/, 検索などのように検索結果が多いときに、概念階層の分類を用いて、大

量に出現する解を分類表示するのも有効と考えられる。�

例：「JEIDA」で検索した結果、「2000 年問題」＊＊件、「リサイクル関連」＊＊件・・・ 

また、検索の絞込み条件の候補として上記分類を提示することもできる。�

�BA� 意味的な関連を、検索後のドキュメント間の順位付けに利用することも可能

かもしれない。例えば、検索条件に「乗用車」を与えた場合に「自動車」や

「トラック」についても検索するが、表示順序は「乗用車」、「自動車」、

「トラック」の順とする、などが考えられる。もし検索エンジンに手が入れ

られるならば、検索時のスコアリングを「乗用車」＞「自動車」＞＞「トラ

ック」とすることで、よりエレガントな結果が得られるかもしれない。�

BA� 利用者プロファイルの活用：個人に関するメタデータである利用者プロファ

イルを活用して、個人の興味ある情報を優先して表示する。また、セキュリ

ティーのために、相手に応じて表示する項目を変更することも考えられる。�

	A� 他人の評価情報の活用：�

・ 他の利用者の意見やアノテーションを付加することにより、電子政府の
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使い勝手を向上させることができる。�

・ 電子投票やパブリックコメントにも関連すると思われる�

@�A�蓄積情報の構造化（リソース作成、管理）�

�A� 概念階層を提示した検索・情報提示�

・ 定義された概念階層を活用して、概念階層を利用した情報提示ページの

自動作成（自動分類）が可能となる。�

�A� 部署や団体の変更@移動、名称変更Aへの対応：組織名称の一括変更など�

・ 組織名称の一括変更や、組織と人との対応の更新など�

�A� 同一のリソースを、多様な観点で提供することが可能：@政策、部署、日付等々A：�

・ ニュースリリースの検索�

・ 各組織住所一覧などの管理の簡略化�

・ 申請プロセスの生成、提示の枠組み�

明文化されていない事実に関して、資源間の関連をユーザーの意向に沿

って抽出し直すことにより、既存資源を異なった視点で閲覧することが

可能となる。ある実施例のプロセスが明記されていない場合に、特定の

要素に着目した処理手順の追跡やあるリポジトリに着目した場合に、存

在する情報の抽象化・俯瞰的視点を提供する枠組みがこれに相当する。�

	A� リソース間の@半A自動リンクづけ：�

・ 組織変更に伴うリソース移動の自動化�

・ 関連組織からのリンクの更新の自動化�

@�A�提示情報の構造化（受け取り手の再利用を助ける）�

例えば、以下のようなことが考えられる。�

�A� ユニバーサルアクセス対応：�

・ 住民からのアクセスのためには必要であり、障害者対応などを含め、省

庁関連では重要である。情報に適切なメタデータを付加することにより、

携帯電話や今後出現するモバイル端末への対応や、視覚障害者に対して

音声で応答するシステムとの連携を、文字により良い情報が提供できる

ようにすることができる。�

�A� 電子申請の例：�

・ 例えば、財団法人ニューメディア開発協会の提案している電子申請書類

一式に対する文書のメタデータであるパッケージメタを活用すると、住

民側で申請書類作成支援ソフトウェアを用いて、文書管理機能、添付書

類の一覧表示機能、必須添付文書のチェック機能からその情報を利用で

きる。�

�A� 住所にメタデータをつける。それが住所だと分かれば、それを位置情報として変

換して色々なサービスを行なうことが考えられる。�

・ その位置を地図上に表示する。同じ地図上に複数の位置を表示すること

で相対位置関係がわかる。�

・ その位置から最寄駅を調べる。「乗り換え案内」などと連動して、自分

の乗車駅だけを入力すればそこに行くまでのルート、時間などが分かる。�
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・ その位置から自動車でのルートを調べる。アクセスするルートが分かれ

ば、現在のそのルート交通情報などが分かる。�

	A� 日時にメタデータをつける。�

・ カレンダー、年表ビューでの表示を行なう。�

・ 時間軸線上にプロットし、他のイベントとの関係を見やすくする。�

�A� 数値にメタデータをつける。�

・ グラフ化できる。自分の好きなグラフタイプで表示する。�

・ 分析のデータとして利用する。�

 A� 会議などの時間場所（住所、会議室）などの情報にメタデータをつける。�

・ ,$0やスケジューラーとの連携を取る。�

・ �Aのサービスなどとの連携を取る。�

@	A�上記を用いた自動化エージェント�

例えば以下のものが考えられる。�

�A��新着情報のメールによる通知サービス��において、現在手動で行なっていると推定

される作業を、ニュースリリースなどコンテンツの作成を行なうだけで、自動的に

新着情報として配布できるようにする。この目的のために +��のシンジケーション

を用いることもできる。�

�A�「�<��’(� � 4�2」�「入札」「公募」「イベント」などのページを定期的に見て

利用者の興味ありそうな情報をメタデータにより判定し、利用者に通知するエージ

ェント。�

�A�例えば、各地方部局、関連施設等のスケジュール情報を定期的にチェックし、必

要なスケジュールの一覧を作成するエージェント。�

�

�����������������������������������������������������������
���新着情報配信サービス（���!"##$$$������'&�?!#����	��2���	#����*�����）�
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３.１.２ 海外政府のメタデータ付与に関する調査�

 海外政府におけるメタデータ分類方法について調査を行なった。�

各国政府のメタデータエレメント標準は、表�３��の通りである��。表の中の◎は必須、

○は任意のエレメントを意味する。�

英国の ���08、"#の0$+��、及びオーストラリアの ����については、ダブリンコ

アの基本となる �� エレメントに、いくつかの拡張エレメントを追加したものである。米

国の �$��については、ダブリンコアを拡張したものではないが、���08の文書「英国電

子政府メタデータ標準」の中で、���08との対応関係が記載されており、結局、ダブリン

コアの �� エレメントを �$�� のエレメントにマッピングすることが可能である。このよ

うに、欧米諸国の政府機関においては、ダブリンコアがメタデータエレメントの事実上の

国際標準（デファクト・スタンダード）として採用されている。�

ダブリンコアの各エレメントの詳細については、３．１．４節で説明する。�

�����������������������������������������������������������
��各メタデータ標準のリソースは、以下の通りである。ダブリンコアは
���!"##�9�����&���&�'#�&�9����	#���	#、�
A�4は「英国電子政府メタデータ標準」、�-@�Aは「�-@�A
メタデータ要素セット」、/A��は
���!"##$$$�����'&2��9#���&��(��!��'#'&2I&�����#�'�	#9	��I���9��#�'�	I��������I�������	�����、
A-��は ���!"##$$$�'��	����#�������	�����、A&2��������&<�5�����は
���!"##$$$���&
�!��'����#��<
9!�#)#)�I���	!J)�%である。�
���付録２を参照のこと。�
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��

エレメント名 �

ダブリンコア基本
�� エレメント �

（��
������） �

� !"#�

（英国） �

"�$�!�

（�%） �

�!��（オーストラリ
ア：�&��
����'�

� !	(�
'
�'�� �

�	)��	
���
(�)�） �

!����

（米国：!	(�
'
�'�� �

�'*	

���	'��	)��	
���
(�)�） �

!	(�
'
�'��	*���'�+��

（カナダ） �

�	(�
���� ○ � ○ � ○ � ○ � ○（複数のエレメントから成る） � ― �

���)
����	'� ○ � ○ � ○ � ○ � ○（�,��
�)�） � ○ �

$�����	'� ○ � ○ � ○ � ○ � ○（�
	���
�*�
�')�） � ― �

�	&
)�� ○ � ○ � ○ � ○ � ○（�	&
)��	*�+���） � ○ �

�&,-�)�� ○ � ◎ � ◎ � ◎※�� ○（� つのエレメントから成る） � ◎（�	'�
	���+��&,-�)�） �

.����� ○ � ◎ � ◎ � ◎ � ○（#	�+�
������ と �	)&
�'�������）� ◎ �

./��� ○ � ○ � ○ � ○ � ○ � ○ �

�
���	
� ○ � ◎ � ◎ � ◎ � ○（0
���'��	
） � ◎（0
���'��	
） �

�	'�
�,&�	
� ○ � ○ � ○ � ○ � ○ � ○ �

�&,�����
� ○ � ○ � ○ � ◎ � ○（����
�,&�	
） � ― �

$������ ○ � ○ � ○ � ○ （ �(����,����/ と
$�����） �

○ （ �(����,����/ と � �))����

)	'��
��'��） �

― �

����� ○ � ◎ � ◎ � ◎ � ○（����� 	*� �&,��)���	' 等 � つのエ
レメントから成る） �

◎ �

#	

��� ○ � ○ � ○ � ○ � ○（"�+�&
 の詳細項目） � ― �

�+�'��*��
� ○ � ○ � ○ � ◎※�� ○（�)��+&���'&
,�
） � ― �

��'�&���� ○ � ○ � ○ � ○ � ○（��'�&����	*�
��	&
)�） � ◎（��'�&����	*�
��	&
)�） �

�&+��')�� ― � ○ � ○ � ○ � ― � ― �

����	���� ― � ○ � ○ � ― � ― � ― �

�	)���	'� ― � ○ � ○ � ― � ― � ― �

$���
(���	'� ― � ○ � ○ � ― � ― � ― �

#&')��	'� ― � ― � ― � ◎※�� 不明 � ― �

�(����(����/� ― � ― � ― � ◎※�� 不明 � ― �

"�'+���� ― � ― � ― � ○ � 不明 � ― �

1�/�	
+�� ― � ― � ― � ― � 不明 � ○ �

備考 � ― � ド ラ フ ト 標
準。各エレメ
ン ト の 下 に
詳 細 項 目 あ
り。各エレメ
ントには、必
須。任意、特
定 の 状 況 で
推奨、の区分
がある �

ド ラ フ ト 標
準。各エレメ
ン ト の 下 に
詳 細 項 目 あ
り。各エレメ
ントには、必
須。任意、特
定 の 状 況 で
推奨、の区分
がある �

※ �「 �&,-�)�」または
「 #&')��	'」のいずれ
かが必須 �

※�「�+�'��*��
」または
「�(���(����/」のいずれ
かが必須 �

.��� %1� � !	(�
'
�'�� "���+����

���'+�
+�2�（英国電子政府メタデー
タ標準）において、� !"# と !���

の対応関係が記載されている。 �

カナダ政府のサイトは上記の �つの
◎のメタタグを採用しなければな
らない。 �

メタタグジェネレータ有り。 �

��������34��5��33��67��&,��)���	'��

�
�����'8����
��

表 � ３�� 海外政府のメタデータエレメント標準 �
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３.１.３ メタデータ階層モデル調査�

 国内の行政公開情報にメタデータを付与するにあたって、どのようなメタデータの階層

モデルが相応しいかを調査した。ここでは、メタデータ付与の方向性としてオントロジー

の応用から、メタデータを目的に応じて階層的に構成する方式を提案する。この方式は、

オントロジーのマッピングを用いないレベルでも有効である。�

�

（１）メタデータとオントロジー�

セマンティック���技術で議論されているメタデータは、２．１節で見たように、+*8

の �つ組（リソース、プロパティ、値）で表現される。さらに、その上で規則の形での制

約（公理と呼ばれることもある）が付加される。�

３．１．２節で見たように、いくつかの海外政府においてはメタデータ標準が策定され

ている。このことは、+*8の �つ組の表現で言えば、政府が所有する情報（リソース）に

対するプロパティが規定され、標準化されていることにほかならない。このような標準化

とメタデータ付与によって、政府所有の大量で複数のリソースから、そのリソースの「日

付」や「著者」といった何らかの意味のあるデータ（プロパティと値）を取り出すことが

可能になる。�

セマンティック ��� 技術では、これに加え、上記 � つ組の表現を用いて、オントロジ

ーと呼ばれる語彙体系を定義することができる。�

�

#(�<&�'��によれば、さまざまな分野で用いられているオントロジーに対して、オントロ

ジーの応用を分類すると大きくは以下の �つのカテゴリになるとしている。�

 １）ニュートラル・オーサリング�

 ２）情報への共通アクセス�

 ３）索引付け�

１）は、共通に抽象的にオントロジーで記述したものを複数の環境で動作させるよう変

換するものである。�

２）は、（異種性を意識していない複数の）アプリケーションから異種のリソースに共

通にアクセスを可能にするものである。�

３）は、情報検索のための応用で、いわゆる知的検索とか概念検索とか呼ばれている応

用であり、オントロジーの語彙体系を用いて検索の高機能化を図るものである。�

 #(�<&�'はさらに２）を、�

Ａ）共有オントロジーを用いたデータアクセス、�

Ｂ）オントロジーのマッピングによるデータアクセス、�

Ｃ）共有サービス�

のバリエーションに分類している。Ａ）は共有されたオントロジーに基づきデータをアク

セスするもの、Ｂ）はそれぞれオントロジーを持つデータに対してオントロジーをマッピ

ングすることにより相互利用を行なえるようにするもの、Ｃ）は共有のオントロジーの仕

�����������������������������������������������������������
��� ;	��&��������
�	!����@���/�4����$&�(�<&��;����	������'�����5��		�<���'����&�&'��/!!������&�	
�
�������������������������	��������������������������������������
��������� �������!"##$%
�
��&�(�&�����$������/9'9	������888��
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様に従い異なった環境でのサービスを実装するものである。�

 図�３�
は、#(�<&�'��の分類の概略図である。オントロジーの一般的な適用方法の説明

が目的でありさまざまなバリエーションも存在するので、セマンティック ��� 技術の適

用システム全体を表現するものではないが、この分類に従えば、セマンティック ��� で

のメタデータの応用では以下のように解釈されると思われる。１）は、メタデータ標準な

ど典型的な応用のメタデータセットを作成して、それを基に多くの場所で活用する例と考

えられる。あるいは、+*8スキーマの定義に基づき、個々のスキーマを記述するモデルと

考えることができる。３）のリソース発見のための索引付けの利用でありる。２）は、こ

の中では最も高度な活用法で、情報への共有アクセスのためのマッピングとしてオントロ

ジーが活用される。前節まで議論されているメタデータ標準は、この２）の段階の �Aのア

プローチのひとつと言えよう。�

�

１）ニュートラル・オーサリング�

�

�

２）・オントロジーマッピングによるデータアクセス（情報への共通アクセスの -））�
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３）概念検索（索引付け）�

図�３�
 オントロジーの適用パターン例（#(�<&�'���より）�

�

（２）メタデータの階層モデル�

メタデータ付けの対象となるリソースにはさまざまなものが考えられる。一口に電子政

府、あるいはその公開情報と言っても、定期刊行物やニュース、統計情報などその様式は

多様であると考えられる。+*8の �つ組では、クラスを用いて、クラス毎に付加する情報

（プロパティ）を定義することができる。�

 ３．１．１．１節で述べたように、行政文書管理簿には、「管理担当課室・係」という

属性がある。多くの場合、情報の管理責任部署が存在すると仮定するのは極めて自然であ

る。管理部署による特有の表記方法なども存在する。その部署の管理にあった方法でメタ

データを付与するのが自然である。メタデータ付与の課題となっていた、メタデータ付与

者のメリットの問題も、管理責任組織が存在し、メタデータが、その管理目的に適合する

場合は、問題なく、整合のとれたメタデータが保守管理されることが期待できる。逆に標

準化として、使わないデータを大量に入力し・保守しなければならないとなると、普及は

困難になる。�

 メタデータは、対象となるリソースに埋め込むことも、別のファイルにすることも、あ

るいは別のサイトに設置することもできる。このことは、管理部門ではないサイトのリソ

ースや、複数のリソースサイトをまたがったリソースのメタデータを作成することもでき

ることを意味している。�

 一方、利用者側からはしばしば様式や管理部署を問わず検索を行ないたいという要求が

ある。横断検索などを行なうためには、異種の管理体系のリソースをアクセスしてメタデ

ータを作成・取得しなければならない。このためには、各データベースのアクセス方法や、

プロパティの体系などを個別に知る必要があり、非常に煩雑な作業となる。この時、各リ

ソースが既にあるメタデータを持っていたとするとそれを活用する事により、前述の -A

のオントロジーのマッピングにより、その作業が軽減できる。この段階では、プロパティ

の規定に従い、プロパティどうしのマッピングを行なうレベルでもありうるが、プロパテ

ィやオブジェクト間の関係を記述した +*8 によるメタデータが存在すれば、より柔軟な

処理を行なうことが可能になる。�
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 この結果、メタデータの階層が構成される。上位のメタデータは、下位層のメタデータ

を利用し必要な情報をそれに付加することで構成できる。目的に応じて、柔軟にメタデー

タを構成することができる。�
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図�３�! メタデータの階層モデル�

�

このような構成を採ることで、もし各リソース管理部署の都合で、ある部署のオントロ

ジーが変更になった場合や、上位のオントロジーを変更する場合などは、マッピングを変

更するだけで対処することができる。�

図�３�!では、マッピング機能を表現するために中間に置いている。マッピングは、上位

と下位のメタデータ／オントロジーから自動生成されるのが理想的だが、最も簡易には、

マッピングは上位のメタデータ／オントロジー（+*8記述）に記述されていても良い。�

例えば、メタデータにより、標準用語や標準語彙を定義し、領域や組織により異なる同

義語や類義語を同等に取り扱う事ができるが、メタデータで定める標準用語や標準語彙は、

永久的なものではありえず、時間と共に、その意味が変化することも起こり得る。このよ

うな時にメタデータの標準用語や標準語彙が変わった時、既存のメタデータを作りなおす

ことは、非効率である。この場合、より上位のメタデータ（+*8記述）により、その新た

な意味を定義することができれば、既存のメタデータに手を入れる必要がなくなる。�

�
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３.１.４ メタデータ定義調査�

国内における行政機関公開情報の現状、及び行政文書に対するメタデータ付与の各国政

府の現状を踏まえて、国内の行政機関公開情報に対するメタデータ定義について述べる。�

意味情報検索の観点から情報資源をより有効に活用することが目的である。�

�

（１）国内向け行政機関公開情報に対するメタデータ定義に関する一提案�

既存の各国政府メタデータエレメント標準は、前述の通りダブリンコア（*
）に準拠し

ている（３．１．２節参照）。ダブリンコアの基本エレメントは定義内容が明確で一般に

普及し易いという利点がある一方で、精度の高い情報を記述する場合やコミュニティー独

自の情報を記述するためにはメタデータエレメントの拡張や精密化が必要となる。�

こうした背景と各国政府の現状を踏まえ、以下にダブリンコアのエレメントを基礎とし

て、国内の公開情報文書へメタデータを付与する場合に考慮すべき点を述べる。�

�

○既存のメタデータに対する国内行政文書の親和性@MN内はエレメント名A�

M%����NM%����NM%����NM%����Nタイトル、情報資源に与えられた名前�

一般には作者もしくは公開者によって与えられる。�国内の行政文書における「タイト

ル」記述に対し直接的に写像できると思われるが、検索における有効性ならびに構造

を定義したタイトル付けが必要である。�

例えば、ある既存の行政文書情報ページでは表題項目がM大>中>小Nの３分類に加え、タ

イトル項目がM�>�>�N行目といった詳細な分類が施されているが（環境省の行政文書情

報トップ���;�書誌情報目次��を参照）タイトル列における意味構造は見られない。この

行政文書情報ページの中の分類表を一部抜粋する（表�３�	参照のこと）。�

�

大分類名大分類名大分類名大分類名 ���� 中分類名中分類名中分類名中分類名 ���� 小分類名小分類名小分類名小分類名 ���� タイトルタイトルタイトルタイトル ���� 行目行目行目行目 ���� タイトルタイトルタイトルタイトル ���� 行目行目行目行目 ���� タイトルタイトルタイトルタイトル ���� 行目行目行目行目 ����

廃棄物・リサ
イクル�

循環企画� リサイクル� 第５、６回ごみ減量
化国民大会�

 �  �

廃棄物・リサ
イクル�

循環企画� リサイクル� 分別収集促進計画、
市町村分別収集計画�

愛知県�  �

廃棄物・リサ
イクル�

循環企画� リサイクル� 平成１２年度� 保管施設一覧� 岩手県、宮城県、秋田県、
山形県、福島県�

廃棄物・リサ
イクル�

循環企画� 広域臨海環境
整備センター�

フェニックス法 大
綱・要綱等作成過程�

大綱、要綱、五六予算、
件名登録、関係資料�

昭和五五年八月～五六年
一月�

表�３�	 行政文書の分類例�

またこの形式では、正式名称とは異なる慣習的な名称が広く知られているプロジェク

ト等の文書を参照するのは困難と思われる。�

既存の海外政府メタデータ標準の枠組みを直に利用するだけでも、こうした現状を大

幅に改善することが可能である。M%����Nエレメントには?別名?の記述が可能な詳細エ

レメントが用意されているため、これらを選択的に利用することで文書を効果的に同

�����������������������������������������������������������
��� ���!"##$$$���2�'&�?!#'9���#�9�	�&#����*������
��� ���!"##$$$���2�'&�?!#'9���#�9�	�&#	�&	��I�&(9E�������
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定できる。さらに年度や地域情報等の記述は後述の� M*�(���7��&�NM*���NM
&������N

のエレメントによる別定義、また分類はM�)�F���Nエレメントを用いて再定義すること

により、可読性が高く、かつ機械的な検索にも有効なメタデータ定義が付与できる。�

例： 付与部分例（例示目的のため、ダブリンコア以外のエレメントも混在して用いている。また

記載のURL、e-mailアドレス等は全て架空のものである。） 

<rdf:RDF 

  xmlns:rdf="http://www.w3.org/RDF/RDF/" 

  xmlns:dc="http://purl.org/dc/elements/1.1/" 

 xmlns:dcq="http://purl.org/dc/terms/" 

   <rdf:Description about="http://www.sample.go.jp/doc/sample.html"> 

 <dc:title>平成n年度 ～の実態に関する調査報告書</dc:title> 

  <dc:creator>制作者; ○○課○○室 foo@sample.go.jp</dc:creator> 

  <dc:creator>連絡先; ○○課○○室 foo@sample.go.jp</dc:creator> 

  <dc:creator>責任者; ○○長 director@sample.go.jp</dc:creator> 

  <dc:description>この文書は、△△計画における□□に関する動向調査の記録であり、××と

いう現状から、～への対処が急務であるとの結論を得た。</dc:description> 

 <dc:coverage.spatial.region>○○県,△△市</dc:coverage.spatial.region> 

  <dc:coverage.temporal>2002-3-31/2003-3-31</dc:coverage.temporal> 

 <dc:data>2002-02-21</dc:data> 

  <dc:format>text/html</dc:format> 

  <dc:language>ja</dc:language> 

  ： 

  ： 

 </rdf:Description> 

</rdf:RDF> 

本エレメント記述を実際に行なう上で、考慮すべき点を以下に示す�	。�

・ 情報資源の名前として一般的に知られているものを使用する。�

・ 本エレメントは必須とされているため、情報資源のタイトルが存在しない場合に

は新たに作成する必要がある。人目を引くためではなく、簡潔で意味のあるもの

にするべきである。�

・ 情報資源が ������ の場合には、M%����Nエレメントとして電子メールの件名であ

る?�)�F���?を使用する。�

・ �����������������（＝別称を定義するエレメント名）には、省略名や翻訳したタイ

トルを記載する場合もある。�

・ 情報資源の正式なタイトルが一般に不明確な場合、意味のあるM%����Nエレメント

を �����������������として付けるべきである。�

�����������������������������������������������������������
�	�以下、各エレメントにおける箇条書きの項目は、そのエレメントにおいて考慮すべき点を意味する。�
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・ 何がタイトルか分からない資源に対しては、可能性のあるタイトルのM%����Nエレ

メントを列挙しておく用法も認められる。�

・ 同じタイトルを持つ項目が複数ある場合、言語やバージョン番号、状態（例：草

案、ドラフト）や日付などの値をM%����Nエレメントに付加することで検索に役立

てることができる。�

・ 情報資源が電子文書を含む電子フォルダの場合、フォルダ名をM%����Nエレメント

として付けるべきである。�

・ M%����Nエレメントは、センテンスとして書いた方がその内容が明確になる。�

MMMM�)�F���N�)�F���N�)�F���N�)�F���N主題及びキーワード�

情報資源の主題あるいは内容を説明するキーワードや句を意味する。行政文書の参照

方法として、大分類�中分類�小分類とカテゴリをドリルダウンする枠組みを動的に提供

する場合に有効である。また、このM�)�F���Nエレメントの定義として、全省庁を範囲

とする統一的な分類カテゴリ、キーワード、体系コードに類するものを適切に策定で

きれば検索精度の向上が期待できる。このエレメントを用いた体系コード例@分類スキ

ーマAとしては �
�/、$*
、0��/、**
、�

、#*
等が存在する。�

・ 本エレメントには、情報資源の最も重要なもの及びユニークな言葉を選ぶ。利用

者が必要なものを正確に検索可能とするために必要十分な言葉を選択すべきであ

る。�

・ 一般的な用語よりも特化された用語を使用することで、情報過多になるのを防ぐ

ことができる。�

・ 本エレメントとして、同意語や言い換えた言葉、大文字と小文字を変えただけの

ものなどを列挙すべきではない。�

MMMM
����&�N
����&�N
����&�N
����&�N著者あるいは作者を表すラベル�

情報資源の内容作成に関し、責任を持つ者や組織に関する記述。行政情報文書では作

成者（課>室）がこれに相当する。責任者への連絡手段@������Aがあることが望ましい

が、作成元の組織改編・消滅に伴い文書追跡が困難になることも想定されるため、組

織の完全な階層構造を記述しておくことが推奨される。� �

・ 本エレメントに記載された人・組織の代表者は、法律上の責任・義務を負う。ま

た、監査を行なう場合には人名を明記しておくことが必須となる。�

・ 役職や部署の省略名を用いることは、利用者にとって利用を困難にする恐れがあ

るため、正式な名前を使用するか、または（略称が記載されている）用語集へリ

ンクを施すなどの配慮が必要である。�

MMMM*���N*���N*���N*���N日付� �

情報資源が作成されたあるいは有効になった日付。この日付とは 
&������エレメント

に記載されるものとは異なり、文書@情報資源Aそのものが作成された日付である。文書

内容が表す時間情報とは異なる。記述形式は SSSS@年の 	桁表記A及び SSSS�00�**
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（年�月�日）@例� ������	��!A�といった $��! ��	
準拠が強く推奨されている。元号表

記はこの規格では対象外であるが、元号利用の手段としては@�A元号を正しく時間記述

形式に写像できるような日時情報に関する@オントロジー変換としてのA変換機構を備

える� @�AM*�(���7��&�N若しくはM�)�F���Nエレメントに明記し文書情報の一部として扱

うことが考えられる。�

・ M*���Nエレメントは、世界中の人々が認識でき、且つ、ソフトウェアが解釈でき

る形式でなければならない。�

・ 時間が必要である場合、<<=��を付加する。<<は時間を示す（�	時間を使用し

た場合）��は分を示す。@例 ��：��A�

MMMM*�(���7��&�N*�(���7��&�N*�(���7��&�N*�(���7��&�N内容記述�

情報資源の内容に関する説明記述。文書の場合の抄録、視覚的資料の場合の内容記述

など。メタデータの付与対象（リソース）は文書に限らず動画・画像等もその範疇に

入るため、今後公開情報として閲覧、検索が物理的に容易でないものも含む場合には

@動画を含むメディア等A本エレメントの情報が検索に際し重要である。�

・ M*�(���7��&�Nの記述内容として推奨される例を以下に示す。�

主題の補足説明�

情報資源の作成理由�

参照されるグループと組織�

適用されるイベント�

キーとなるフィールド（データベース）または章のリスト�

その他有用な情報�

・ M*�(���7��&�Nエレメントの記述内容については、簡潔かつ正確であるべきである。�

・ 複数のM*�(���7��&�Nエレメントを記述した場合、先頭のエレメントが利用者の目

に入る可能性が高いため、一番大切な部分を同エレメント中で最初に記述する。�

・ 他のエレメント（M%����NエレメントL�M
&������Nエレメント、M�)�F���Nエレメント

など）内にある情報をM*�(���7��&�Nエレメントと重複して記載すべきではない。�

MMMM,)���(<��N,)���(<��N,)���(<��N,)���(<��N�情報資源を公開する人・組織�

情報資源を現在の形態で利用可能にしたことに責任を持つ人や組織。情報資源の再発

行や複製の許可を得る目的で参照される。行政文書の公開に関しては管理担当課室・

係がこれに相当する。�

・ エレメントには、情報資源が存在する���サイトを管理する組織を示す場合もあ

る。�

・ 人名よりも職名を記述するのが適切な場合もある。�

・ 本エレメントは情報に関する法的な権利と責任を明記するという意味で、必須の

エレメントである。�

MMMM
&�����)�&�N
&�����)�&�N
&�����)�&�N
&�����)�&�N�貢献者�

�����������������������������������������������������������
	
� ���!"##$$$�$%�&�'#�@#.��7
��������������
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M
����&�Nエレメントには記載のない人あるいは組織で、情報資源を作り出すに当たっ

て知的に重要な貢献をしたもの。編集者、翻訳者等にあたる。�

・ 本エレメントの記述内容は、
����&�エレメントの記述との重複を避けるべきであ

る。�

・ 人名よりも役職名・組織名を記述することが適切な場合もある。�

M%�7�NM%�7�NM%�7�NM%�7�N情報資源の種類�

例えば、ホームページ、ワーキングペーパー、テクニカルレポート、辞書・事典など

の分類を記述する。行政機関文書では、カテゴリ別情報として提供されている分類ラ

ベル@プレスリリース、8�O、白書、報告書、調査研究結果、統計等Aがこれに相当す

ると思われるが、相互利用性を保つためには、関係各省にてこのような用語の統一を

図ることが必要である。�

・ 本エレメントをM8&����Nエレメントと混同して用いるべきではない。M8&����Nエ

レメントは例えばワード、エクセル、一太郎といったファイル形式を記述するた

めに用いられるが、本エレメントは情報資源の内容そのもの指す。�

・ 公式の記録や文書は、ある大きなカテゴリの一部として存在することがある。本

エレメントはそのような場合に、どの階層に属する情報資源であるかを明記する

ために用いることもできる（＝より詳細なエレメントである?%�7�����������&��

�����?の利用による）。�

・ 複数のM%�7�Nエレメントを記述することで、内容をより詳細に特定（記述）する

ことができる。�

MMMM8&����8&����8&����8&����NNNN情報資源のデータフォーマット�

情報資源の表示・動作に必要なソフトウェアや、場合によってはハードウェアを識別

するために利用できる情報を記述する。相互利用性を保つために関係省庁で統一見解

が得られた用語リストの中から選ぶことが強く推奨される。�

・ 情報資源が別のフォーマットでも利用可能である場合には、M+�����&�Nエレメント

を併用してその旨を明記しておく。�

・ 本エレメントは情報資源が格納されている物理的な形式を記述する。例えば「本」、

文書ファイルであれば「プレーンテキスト」、「一太郎」、「ワード」、データ

ベースであれば「����((�
形式」等の記述となる。�

MMMM$'����C���N$'����C���N$'����C���N$'����C���N識別子�

情報資源を一意に識別するための文字列もしくは番号。国際標準図書番号@$�-4Aや他

の標準化された名前のように全世界的に一意に定まる識別子の定義を行なう。本エレ

メントとして #+� を使用する場合には、（#+�変更に伴う）不整合が生じないよう

注意すべき必要がある。�

� M� M� M� M�&)���N�&)���N�&)���N�&)���N元情報資源�

情報資源を作り出す元になった別の情報資源に関する情報。一般にエレメントには、

当該情報資源に関する情報のみを記述することが推奨されているが、本エレメントに

は当該情報資源を見つけ出すために有用である別の情報資源に関する日付、作者、形

式、識別子あるいは他のメタデータを書くことができる。実際の利用に際しては他文
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書からの図、写真といった引用に近い参照の場合がこれに相当する。より抽象的な資

源間の関連づけはM+�����&�Nによって定義される。�

MMMM����)���N����)���N����)���N����)���N言語�

情報資源の内容を記述するために用いられている言語（コード）。実際のエレメント

記述は +8
�
  	�に準拠した ��、'�、�(、F�、�<、:< 等の表記を用いる。日本語に

よる文書は?F�?である。�

MMMM+�����&�N+�����&�N+�����&�N+�����&�N参照関係�

別の情報資源との関係。例として、関連するプレスリリースの定義、同一のフォルダ

に属する文書の定義 @+�����&��$(,����CA、参照先文書のバージョン情報

@+�����&��$(E��(�&��CA、参照先文書の識別子@+�����&��+�C������(A等の定義を記述し

ておく。多様なカテゴリ分類が想定される行政文書においては、相互利用性を得るた

めに情報資源間の関係を表す値は省庁間における統一が必要であり、少なくとも現在

定義が進められている値のリスト中から選択して与えることが推奨される。なお関連

先の指定は、参照先文書を一意に特定できるような識別子による指定が望ましい。�

MMMM
&������N
&������N
&������N
&������N適用範囲�

情報資源の内容に関する空間的@地理的Aあるいは時間的特性。空間的範囲は物理的な範

囲として座標@例えば経度と緯度Aや、統一見解の得られた語彙リストの中から選ばれた

地名（都道府県名・市町村名）を用いる。時間的範囲は当該情報資源が表している内

容に関する時間的情報であり、情報資源の作成や公開に関する日付はM*���Nエレメン

トによる。日付・時間の表記形式はM*���Nと同様 $��! ��に基づく	��

MMMM+��<�(N+��<�(N+��<�(N+��<�(N権利情報�

権利管理に関する声明文、権利管理に関する声明文へのリンクを表す識別子、あるい

は当該情報資源の権利管理に関する情報を提供するサービスへのリンクを表す識別子

を記述しておく。�

M�)'�����NM�)'�����NM�)'�����NM�)'�����N利用者情報�

情報資源の利用者として意図されているカテゴリ分類の記述。対象者カテゴリとして

は例えば教職員、学生、技術者、○○市民、といったものが想定されている。本エレ

メントは情報資源の階層内における位置付けや、検索に際しある特定の人々を対象と

した情報を抽出する際のフィルタリング目的で利用される。�

M*�(7&(��NM*�(7&(��NM*�(7&(��NM*�(7&(��N保管・廃棄情報�

情報資源の保管期間、廃棄時期に関する記述。情報資源を管理する上で必須の項目で

ある。廃棄時期を迎えた場合の資源の処理方法も本エレメントの詳細項目であ

る?����&�?に記述できる。また、情報資源が���ページである場合には、本エレメン

�����������������������������������������������������������
	�� ���!"##�	�������������#�<�#�<��+))��*��
	�� ���!"##$$$�$%�&�'#�@#.��7
��������������
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トの詳細項目の一つである?+����2?に更新時期を記述しておくことで、更新されずに

古いまま存在しているページを管理者が容易に把握するといった利用方法も可能であ

る。�

M�&����&�NM�&����&�NM�&����&�NM�&����&�N保存場所�

情報資源の保存場所に関する記述。例えば、?執務室・棚番号 ��?といった記述であり、

電子的な情報であれば、*E*�+�0 や *�% といった保存メディアの種別を付記して

おくのも有効である。（例：地下倉庫・��� 室・'�(� 番号 �!��-M
*�+�0N）国内の

行政公開文書には必須の項目と思われる。�

M,��(������&�NM,��(������&�NM,��(������&�NM,��(������&�N永久保存データに関するコメント�

公的文書を長期的に保存管理する上で必要な項目であり、管理者向けのエレメントで

ある。技術の進歩に伴い新しい電子メディアが普及すると、旧来の電子媒体に蓄えら

れていた情報の読み出しが困難になることへの対処である。今後数 ��年、数 ���年と

いったスパンでの電子ファイルの読み出し・解釈に必要な情報を全て記載することを

目標としているが、詳細は #1�,)�����+��&�'(��CC���のメタデータ標準においても現

在のところは検討中となっている。�

M8)����&�NM8)����&�NM8)����&�NM8)����&�N業務内容����

情報資源が属する業務内容に関する記述。オーストラリア政府ではこのエレメントと共に

���������	
��
��	��	���
�	�������
�
��	����	�
�����������������を用いることで、業務内

容（と対応する機関）を明確に分類している。エレメントの記述内容そのものは、比較的

抽象度の高い分類であり、ある機関の	
�ページを見た場合に、閲覧者にとって識別に役

立つレベルの分類である。例えば「学校教育」「コミュニティーサービス」「チャイルド

ケアサービス」といった項目である。�

M������������NM������������NM������������NM������������N情報の入手・アクセスに関する情報�

主として非電子化情報の入手方法やアクセス手段に関する記述。入手先情報の詳細項

目として人名（組織名）、������アドレス等を記載する点では 
����&�、
&�����)�&�、

,)���(<��のエレメントと類似している。本エレメントではさらに（機関の）住所、郵

便番号、電話、8�5、開庁時間・曜日、情報の入手に必要となる費用@有料>無料A等の

記述がある。�

M0��'���NM0��'���NM0��'���NM0��'���N関連条項・法律�

当該情報資源の作成・公開の要求元となっている既存文書や条項、法律等についての

記述。詳細エレメントとしては、法律・条令・事例（判例）等の種別がある。�

@例：”http://www.austlii.edu.au/au/legis/cth/num_act/laa1989192/” 

”England v Van Donk Matter No CA 40433/97”） 

M1��2&�'(NM1��2&�'(NM1��2&�'(NM1��2&�'(N重要語の重み付け�
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情報資源中でキーワードとなる語彙に付与する。このメタデータを付与した語彙は、

検索システムにとって特別の重み付けをもつ語彙として扱われることを想定する。直

近の検索精度向上には有効と思われるが、?意味?構造を考慮していない点において、他

のエレメントとは定義の方向性がやや異なる。�
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（２）海外政府メタデータ標準のエレメント名と国内行政文書との対応関係�

以下ダブリンコアを軸に、海外政府で用いられているエレメント記述と、国内の行政文

書の対応を表�３��に示す。括弧書きの項目は現在の公開情報としては明確な記載が無いが、

暗にその存在が仮定されるもの、記号「＊」は資源情報から定義可能なものを示す。重要

度は意味情報検索の観点と実現可能性の観点から、既存の国内公開情報への付与が必須と

思われる項目に「◎」記号を付けた。「参照」欄のメタデータ標準は次のものを表す。*
Q

ダブリンコア、0$+��Q0$+���0���'����"����������、����Q�)(���������&���������

�&���&���������、
���'�Q�&����������������@4+�
��Aである。�

�

国内行政文書ファイ
ルの情報項目 

重要
度�

エレメント名� ��� �����	
��

（編集者・翻訳者）� � 
&�����)�&�� *
�
@
����&�に次いでA貢献した人・組
織�

＊� ◎� 
&������� *
�
�
����	���������

���

作成者� ◎� 
����&�� *
�
�
��	��� !"#$%&�

'(�$	�

作成@取得A時期� ◎� *���� *
� �
��)	$	�*(�+,�
�

タイトル>@備考A� ◎� *�(���7��&�� *
� �
���-./��
	01�

＊� � 8&����� *
� �
��	2345�

＊� ○� $'����C���� *
� ���6(�78	9:;<�

@F�A� � ����)���� *
� 23=/>?�@A�

管理担当課室・係� ◎� ,)���(<��� *
� �
���BCD!%&E�

＊� ◎� +�����&�� *
� *F(��
��G	���

＊� � +��<�(� *
� �
��HI	JK�
�

＊� � �&)���� *
� LM=/!�
��G	���

大・中・小分類 ◎� �)�F���� *
� 主題及びキーワード�

タイトル ◎� %����� *
� タイトル�

@分類カテゴリA� ○� %�7�� *
� 情報資源の種類�

＊� ○� �)'������ 0$+���利用者のカテゴリ�

保存期間・廃棄時期�
保存期間満了時の措

置結果�
◎�

*�(7&(���
�

0$+���
�

情報資源の保持と処理�

保存場所� ◎� �&����&�� 0$+���情報資源の物理的な場所�

@保存期間・保存場所A� � ,��(������&�� 0$+���永久保存資源の為の備考データ�

＊� ○� 8)����&�� ����� 資源内容が関連する業務種別�

＊� ○� ������������� �����
@主としてオフライン資源に接触す
るためのA資源作成者>管理者情報�

＊� � 0��'���� �����
資源作成の為の法的根拠、条項の記
述�

＊� � 1��2&�'(� 5������
資源のキーワード（検索システムに
対する単語の重み付けに影響）�

表�３�� 海外政府メタデータ標準のエレメント名と国内行政文書との対応関係�
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３.１.５ 利用者プロファイルのメタデータ定義に関する調査�

利用者によって行政公開情報の利用目的は異なる。例えば、ある利用者は生活動態調査

における消費指数を知りたいと思ったり、ある利用者は環境保護に関する法令情報を知り

たいと思ったりする。これら利用者ごとの用途に柔軟に且つ効果的に対応できるようにす

るには、利用者個人に関するメタデータである利用者プロファイルの設定が必要である。

本節では、利用者プロファイル用のメタデータ定義について調査を行なった。�

�

３.１.５.１ ,�,調査�

,�,��� の勧告案（%<�� ,���C&��� C&�� ,������� ,��C������(� ���� �7���C�����&�=� ��
�

,�&7&(�'�+��&����'���&���!�.��)��������）	�の調査を行なった。,�,とは、,���C&���

C&��,�������,��C������(�,�&F���（プライバシー情報取扱いに対する個人の選好を支持する

技術基盤）の略であり、��
が開発中の、インターネット上のプライバシー保護を目的と

した技術標準である。現状では、���上のプライバシーポリシー（個人情報の取扱い方針）

は各社で記述形式がまちまちであり、また、その都度各社のプライバシーポリシーを読ん

で確認することは消費者には大きな負担となっている。,�,標準は、プライバシーポリシ

ーの掲載項目等を標準化し、かつマシンリーダブルな形式（50� 形式）で記述すること

によって、プライバシーポリシーを自動処理しようとするものである。�

�

（１）カテゴリ�

,�,���勧告案では、利用者の個人情報に関するカテゴリとして、以下の �
要素が挙げ

られている。�

個々の個人データ（氏名、住所、性別、生年月日、年収、趣味等）をこれらのカテゴリ

種別にしたがって分類することにより、���サイトがそれらの個人データをどのように取

り扱うかという規則を、個々の個人データごとにではなく、カテゴリごとに設定すること

ができ、設定を容易化することができる。�

�

97<�(����>;� � � T�U�実社会における連絡先情報�

9&�����>;� � T�U�オンライン連絡先情報�

9)��R)��'>;� � T�U�ユニークな識別子�

97)��<�(�>;� � T�U�購入情報�

9C��������>;� � T�U�金融情報�

9�&�7)���>;� � T�U�コンピュータ情報�

9��������&�>;� T�U�ナビゲーションとクリックストリームのデータ�

9�����������>;� � T�U�インタラクティブデータ�

9'��&���7<��>;� � T�U�人口統計学的・社会経済学的データ�

9�&�����>;� � � T�U�文章の内容�

9(����>;� � T�U�状態管理メカニズム�

97&�������>;� � T�U�市民情報�

�����������������������������������������������������������
	�� ���!"##$$$�$%�&�'#�@#0%0#�
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9<����<>;� � � T�U�健康情報�

97��C������>;� � T�U�プリファレンス（嗜好）データ�

��������	
�� � � T�U�位置データ�

9�&��������>;� � T�U�政府発行の識別子�

9&�<��������&��;� � T�U�その他�

�

各カテゴリの説明は、以下の通りである。�

�

97<�(����>;� �

実社会における連絡先情報：実社会において個人に問い合わせを行なったり、所在を突き

止めたりすることを可能にするような情報。電話番号や住所など。�

9&�����>;� �

オンライン連絡先情報：インターネット上で個人に問い合せを行なったり、所在を突き止

めたりすることを可能にするような情報。電子メールアドレスなど。この情報は、ネット

ワークにアクセスするときに使用される特定のコンピュータには依存しないことが多い。�

9)��R)��'>;� �

ユニークな識別子：個人を整合的に特定したり、認識したりするために発行された識別子。

金融機関の $*番号を除く。また、政府発行の識別子を除く。���サイトやサービスから

発行された識別子を含む。�

97)��<�(�>;� �

購買情報：商品やサービスを購入することによって積極的に生成される情報。支払方法の

情報を含む。�

9C��������>;� �

金融情報：口座、残高、支払い、借越し、購入、クレジットカード、デビットカードなど

の個人の金融情報。�個人による個々の購買に関する情報は、それ単体では「金融情報」に

は属さない。�

9�&�7)���>;�

コンピュータ情報：個人がネットワークにアクセスするときに使用しているコンピュータ

システムに関する情報。� $,アドレスやドメインネーム、ブラウザの種類、��など。�

9��������&�>;�

ナビゲーションとクリックストリームのデータ：���サイトを閲覧することによって受動

的に生じるデータ。訪問したページやページごとの滞在時間など。�

9�����������>;�

インタラクティブデータ：���サイトを通じた、サービス提供者との明示的なやりとりか

ら積極的に生じるデータ。また、そのようなやりとりを反映したデータ。検索エンジンで

の検索事項やアカウント活動のログなど。�

9'��&���7<��>;�

人口統計学的・社会経済学的データ：個人の特徴に関する情報。性別や年齢、収入など。�

9�&�����>;�
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文章の内容：通信活動に含まれる言葉や表現。電子メールの文章や掲示板への掲示内容、

またチャットルームでの通信内容など。�

9(����>;�

状態管理メカニズム：利用者とのセッションを維持したり、また以前に特定サイトを訪問

したことや特定コンテンツにアクセスしたことがある利用者を自動的に特定したりするメ

カニズム。クッキーなど。�

97&�������>;� �

市民情報：宗教団体、労働組合、専門的な協会、政党などの会員、または所属。�

9<����<>;� �

健康情報：個人の肉体的または精神的健康、性的志向、ヘルスケアサービスや製品の使用

または調査、ヘルスケアサービスや製品の購入等に関する情報。�

97��C������>;� �

プリファレンス（嗜好）データ：個人の好みや嫌いなものに関するデータ。好きな色や音

楽の好みなど。�

9�&����&�>;� �

位置データ：個人の現在の物理的な位置情報と変更した場合にその位置の追跡のために使

うことができる。�,�位置データなど。�

9�&��������>;� �

政府発行の識別子：個人を識別するための政府が発行した識別子。�

9&�<��������&��;�

その他：上記の定義にあてはまらないその他のデータ。�

�

上記のデータ要素のうち、利用者プロファイルとしての利用が可能なのは、97<�(����>;L�

9&�����>;L� 9)��R)��'>;L� 97)��<�(�>;L� 9C��������>;L� 9�&�7)���>;L� 9'��&���7<��>;L�

9(����>;L�97&�������>;L�9<����<>;L�97��C������>;L�9�&��������>;L�9�&����&�>;である。ただ

し、金融情報9C��������>;や健康情報9<����<>;、市民情報97&�������>;など、秘密性の高い

データも含まれるため、プロファイルに含まれる個々のデータについて、それを利用でき

る機関や、利用目的などに制限をかけることが望ましい。�

その他の9��������&�>;L�9�����������>;L�9�&�����>;データ要素については、個人の行動

履歴に関する情報であったり、一時的な情報であったりするため、利用者プロファイルの

中に含めるのは適切ではない。�

�

（２）データ要素�

,�,��� 勧告案では上記のカテゴリの他に、個々の個人データまたは個人の行動に関連

したデータとして、いくつかのデータ要素が規定されている。基本データ要素としては、

以下のものが挙げられている。�

�

��� 日付� �

'���'���'���'���� カテゴリカテゴリカテゴリカテゴリ� 簡易表記名簡易表記名簡易表記名簡易表記名�
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��'������ @可変カテゴリA� 年�

��'��&��<� @可変カテゴリA� 月�

��'�'��� @可変カテゴリA� 日�

<�(�<&)�� @可変カテゴリA� 時�

<�(����)��� @可変カテゴリA� 分�

<�(�(��&�'� @可変カテゴリA� 秒�

C�����&�(��&�'� @可変カテゴリA� 秒（小数点以下）�

����:&��� @カテゴリA� タイムゾーン�

��� 名前� �

7��(&�����7��(&�����7��(&�����7��(&������ カテゴリカテゴリカテゴリカテゴリ� 簡易表記名簡易表記名簡易表記名簡易表記名�

7��C�B� 人口統計学的・社会経済学的データ� 敬称�

������ 実社会における連絡先情報� 名@������4���A�

C������ 実社会における連絡先情報� 姓�

��''��� 実社会における連絡先情報� ミドルネーム�

()CC�B� 人口統計学的・社会経済学的データ� 名前の接尾語（4�����)CC�B）�

���6����� 人口統計学的・社会経済学的データ� 愛称�

��� ログイン� �

�&����&����&����&���� カテゴリカテゴリカテゴリカテゴリ� 簡易表記名簡易表記名簡易表記名簡易表記名�

�'� ユニークな識別子� ログイン $*�

7�((2&�'� ユニークな識別子� ログインパスワード�

	�� 認証� �

�����C����������C����������C����������C������ カテゴリカテゴリカテゴリカテゴリ� 簡易表記名簡易表記名簡易表記名簡易表記名�

6��� ユニークな識別子� 認証鍵�

C&����� ユニークな識別子� 認証フォーマット�

��� 電話�

����7<&����7<&����7<&����7<&���)����)����)����)�� カテゴリカテゴリカテゴリカテゴリ� 簡易表記名簡易表記名簡易表記名簡易表記名�

����&'�� 実社会における連絡先情報� 国番号�

�&��&'�� 実社会における連絡先情報� 局番�

�)����� 実社会における連絡先情報� 電話番号�

�B�� 実社会における連絡先情報� 内線�

�&������ 実社会における連絡先情報� 注釈�



�
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 �� 連絡先情報�

�&������&������&������&������ カテゴリカテゴリカテゴリカテゴリ� 簡易表記名簡易表記名簡易表記名簡易表記名�

7&(����
実社会における連絡先情報L�人口統計
学的・社会経済学的データ�

郵便情報�

�����&�� 実社会における連絡先情報� テレコミュニケーション情報�

&������ オンライン連絡先情報� オンラインアドレス�

 ���郵便�

7&(���7&(���7&(���7&(���� カテゴリカテゴリカテゴリカテゴリ� 簡易表記名簡易表記名簡易表記名簡易表記名�

�����
実社会における連絡先情報L�人口統計学的・
社会経済学的データ�

氏名�

(������ 実社会における連絡先情報� 町・番地�

����� 人口統計学的・社会経済学的データ� 市・区�

(����7�&�� 人口統計学的・社会経済学的データ� 都道府県�

7&(����&'�� 人口統計学的・社会経済学的データ� 郵便番号�

�&)����� 人口統計学的・社会経済学的データ� 国�

&�����:���&�� 人口統計学的・社会経済学的データ� 団体�

 ��テレコミュニケーション�

�����&������&������&������&�� カテゴリカテゴリカテゴリカテゴリ� 簡易表記名簡易表記名簡易表記名簡易表記名�

����7<&��� 実社会における連絡先情報� 電話番号�

8�B� 実社会における連絡先情報� ファックス番号�

�&����� 実社会における連絡先情報� 携帯電話番号�

7����� 実社会における連絡先情報� ポケットベル番号�

 ��オンライン�

&�����&�����&�����&������ カテゴリカテゴリカテゴリカテゴリ� 簡易表記名簡易表記名簡易表記名簡易表記名�

������ オンライン連絡先情報� 電子メールアドレス�

)��� オンライン連絡先情報� ホームページアドレス�


�� アクセスログとインターネットアドレス�


��#+$� �

#��#��#��#��� カテゴリカテゴリカテゴリカテゴリ� 簡易表記名簡易表記名簡易表記名簡易表記名�

�)�<&����� @可変カテゴリA� #+$権限�

(���� @可変カテゴリA� #+$ステム�

R)���(������ @可変カテゴリA� #+$の照会列部分�



�

����


���7�''��

�7�''��7�''��7�''��7�''�� カテゴリカテゴリカテゴリカテゴリ� 簡易表記名簡易表記名簡易表記名簡易表記名�

<&(������ コンピュータ情報� 完全なホストとドメイン名�

7������<&(������ 人口統計学的・社会経済学的データ� ホスト名の一部�

C)���7� 人口統計学的・社会経済学的データ� 全 $,アドレス�

7�������7� 人口統計学的� $,アドレスの一部�


��アクセスログ情報�

�&���C&�&���C&�&���C&�&���C&� カテゴリカテゴリカテゴリカテゴリ� 簡易表記名簡易表記名簡易表記名簡易表記名�

)��� ナビゲーションとクリックストリームデータ� 要求されたリソースの#+$�

����(���7� ナビゲーションとクリックストリームデータ� 要求とタイムスタンプ�

�������7�
コンピュータ情報、人口統計学的・社会経済学
的データ�

クライアントの $,�アドレ
スまたはホスト名�

&�<���<��7���<&'� ナビゲーションとクリックストリームデータ� /%%,要求方式�

&�<�������(� ナビゲーションとクリックストリームデータ� レスポンスのデータバイト�

&�<���(���)(�&'�� ナビゲーションとクリックストリームデータ�
レスポンスステータスコー
ド�


�	その他 /%%,プロトコル情報� �

<��7��C&<��7��C&<��7��C&<��7��C&� カテゴリカテゴリカテゴリカテゴリ� 簡易表記名簡易表記名簡易表記名簡易表記名�

��C����� ナビゲーションとクリックストリームデータ� ユーザーが要求した最後の#+$�

)(�������� コンピュータ情報� ユーザーエージェント情報�

�

上記のデータ要素のうち、利用者プロファイルとしての利用が可能なのは、「��名前」、

「��ログイン」、「	�認証」、「��電話」、「 �連絡先情報」、「 �� 郵便」、「 �� テレ

コミュニケーション」、「 �� オンライン」、「
�� アクセスログ」の中の「�������7」、

「
�	その他 /%%,プロトコル情報」の中の「)(�������」である。�

その他のデータ要素については、個人の行動履歴に関する情報であったり、サーバ側の

情報であったりするため、利用者プロファイルの中に含めるのは適切ではない。�

�

３.１.５.２ �"
*プライバシーステートメントジェネレーター調査�

 �"
*のプライバシーステートメントジェネレーター	�の調査を行なった。�"
*プラ

イバシーステートメントジェネレーターとは、���サイト上に掲載された規定フォームの

質問に答えていくことにより、自社サイトのプライバシーポリシーを作成、ダウンロード

できるオンラインツールであり、���� 年 
 月頃に �"
* が ��� サイト上で公開した。

�"
*プライバシー・ガイドライン !原則をインターネット上で普及させることを狙いと

�����������������������������������������������������������
	�� ���!"##�	%
�H�&����&�'#	���!�	#!$2%#!$�&�������
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するものである。�

 �"
* プライバシーステートメントジェネレーターでは、��� サイトがサイト訪問者

から収集する個人データとして、以下のような個人データの種別を規定している。�

�

���主要な個人データ�

・ 氏名�

・ 性別�

・ 住所�

・ 電子メールアドレス�

・ 電話番号／8�5番号�

・ その他�

�

���ビジネス情報�

・ 勤務先／組織�

・ 役職�

・ 勤務先住所�

・ 勤務先電子メールアドレス�

・ 勤務先電話番号／8�5番号�

・ その他�

�

���詳細な個人データとプロファイルデータ�

・ 個人の詳細：ニックネーム、生年月日／年齢、出生地、国籍など��

・ 物理的な詳細：慎重、体重、その他の身体的特徴など�

・ 家族構成：婚姻、パートナーシップ、扶養家族など�

・ 教育とスキル：学歴、専門的興味など�

・ ライフスタイルまたは嗜好：商品・サービスの購入情報、レジャー、スポーツ、個

人または家族のふるまい、喫煙、飲酒、好きな色、好きな食べ物など�

・ 金融資産：収入、財産など�

・ その他�

�

	��識別子�

・ オンライン識別子：����サイトのパスワード、クッキー、訪問者の身分証明書（個

人認証）など�

・ 金融識別子：クレジットカード番号、銀行口座番号など�

・ 公共機関に割り当てられた識別子：社会保障番号、個人識別番号など�

・ バイオメトリック識別子：*4�、虹彩認識、指紋など�

・ その他�

�

���特殊なデータ�

・ 民族または人種�



�

����

・ 政治的見解�

・ 宗教的信仰または哲学的心情�

・ 労働組合への加盟�

・ 医療健康情報�

・ 性生活�

・ 警察・司法データ�

・ その他�

�

また、個人データ（個人を識別できるデータ）でないデータとして、以下のものを挙げ

ている。�

・ $,アドレス、選好する言語、セッション（番号、キー）、���ページへの滞在時

間、閲覧したバナー広告、訪問した���ページ�

・ ただし、上記データが特定個人と結び付けられている場合は、個人データとみなさ

れる。�

�

上記の個人データ種別のうち、利用者プロファイルとしての利用が可能なのは、「��主

要な個人データ」「��ビジネス情報」「��詳細な個人データとプロファイルデータ」「	�

識別子」である。�

「��特殊なデータ」については、個人情報保護の観点から、利用者プロファイルの中に

含めるのは適切ではない。�

�
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３.２ 情報のセマンティック検索に関する調査�

電子政府関連の情報に関するセマンティック検索システムを実現するための要素技術

として、下記の調査を行なった。�

・メタデータ管理システム調査�

・半自動メタデータ生成システム調査�

・対話型メタデータ生成システム調査� �

・利用者プロファイル定義システム調査�

・セマンティック検索システム調査�

�

���情報にメタデータを誰が付けるのかという問題はセマンティック ���の実用化・

普及に取って一番大きな課題であるとなると言われている。有効なメタデータが広く付け

られることでセマンティック ��� の有効性は加速度的に高まる。そこでメタデータを生

成するツールが重要になってくる。自動的に生成できることが最も望ましいが、現在の

��� ページはコンピュータが理解できるようには書かれていないので完全には自動生成

できない。コンピュータが生成したメタデータを人手で手直しするとか、対話型メタデー

タ生成システムを用いて人の労力を削減するなどの半自動的なメタデータ生成ツールに期

待が掛けられる。�

�

３.２.１ メタデータ管理システム調査�

 メタデータ管理システムとしてどのようなものが現在存在しているか、また今後どのよ

うなツールがあり得るかについて調査を行なった。�

メタデータもデータの一種であることに変わりはないため、その管理に既存の *-0�

（データベース管理システム）を利用することは十分可能である。実際、いくつかの研究

では、インターフェイス・レイヤを介してリポジトリにアクセスすることで、リポジトリ

の実現によらないメタデータ管理システムを構築するアプローチがとられている。リレー

ショナルデータベース（+*-）は、スケーラビリティの点からリポジトリの有力な候補で

あるが、一般にはインターフェイスとの間の対応にギャップが存在する。メタデータの管

理をオブジェクト指向データベースで行なうものなどもある。�

またメタデータの記述は 50�を用いるケースが増えているため、50�のデータ管理シ

ステムそのものがリポジトリとして有効である。50� データの管理システムとしては、

50�データ中のテキストを+*-のデータ構造にマッピングしてデータベース化するもの

と、*�0 のインターフェイスを用いてツリー形式の構造をそのままバイナリ化してデー

タベース化するものが存在する。大量のメタデータに複数のエージェントがアクセスする

可能性があるセマンティック���の世界では、高速性の観点から後者の 50�データをオ

ブジェクトとして管理する技術が、鍵を握る要素技術の一つとなると考えられる（既に商

用製品は登場している）。�

以下、既存の *-0� よりももう一段階上のレイヤーで行われているメタデータ管理の

試みを紹介する。（１）ではメタデータ間のオントロジーの違いを吸収するアーキテクチ

ャも検討されている管理システムとして、0)����(�<����0���'����8&����@008Aを説明

する。（２）ではセマンティック���のメタデータとして、第一に挙げられる +*8に特
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化したメタデータ管理の取り組みの事例を紹介する。（３）では、メタデータの設置や収

集方法に焦点をあてて、その事例を紹介する。�

� �

（１）0)����(�<����0���'����8&����@008A�

セマンティック ��� が話題になる以前から、データベース毎にそれぞれ［生産県］、

［生産地方」など、商品に関して異なるスキーマに基づくメタデータの差異をどのように

吸収するかが問題になっている。これを解決するため、ディジタル・ビジョン・ラボラト

リーズ@*E�Aによって開発された、0)����(�<����0���'����8&����@008A� 	�がある。商

品特徴情報をメタデータ化し、��� 上で提供するためのメタデータ形式である。008

では、メタデータをメタデータインスタンス、スキーマ定義、スキーマオントロジー、標

準属性辞書の４階層の構成とすることで、様々な人間が定義したメタデータ間のオントロ

ジーの違いを吸収している。同時に、0���'���� 0�'���&��というエージェントを介して

008の検索や、0���'����0�'���&�間で交換するためのプロトコル0���'����0�'����&��

,�&�&�&��@00,A�を規定し、008の運用を支援する。メタデータインスタンスは 50�で

記述され、0���'���� 0�'���&� 内のデータベースに保持されるが、どのような実装形式

（*-0�も含め）でメタデータを管理するかは規定していない。008と00,は、オン

トロジーの管理や運用までを考慮したメタデータ管理システム体系ということで、セマン

ティック���に近いアプローチと言える。�

�

（２）+*8の蓄積・検索に特化したデータベース�

また、+*8に特化したデータベースの開発が研究レベルで進められている。�

")�&7���� 
&���((�&�� .&���� +�(����<� 
������ @.+
Aで開発されている +*8��&���

@,�����,$�C&��+*8��&����A	�は、+*8の構造を解析、格納、管理する ,���のライブラリ

ーである。このプロジェクトは ����年の ��月に始まっている。+*8の �つ組（リソー

ス、プロパティ、値）の検索を効率的に行なうことを目的としている。ここでは、

+*O�>�O#$�/と呼ばれる+*8��&��で蓄積されたデータに対して �O�のような形式で

検索するための表記法などについても開発している。�

同様なシステムとして、+*8'�	�がある。（+*8��&��よりも先に開発されている模様）。

こちらも�����と呼ばれる �O�のような形式で+*8のステートメントを検索する言語が

開発されている。�

��(���	�は、"#委員会 $�%プログラムの１プロジェクトである ���%&�1�&2��'��で

��'����(����&��4�'�����'によって開発された、+*8スキーマベースの +�7&(��&�����'�

O)�������C�������である。リポジトリには +*8データと +*8スキーマ情報を格納するこ

とができ、+O� と呼ばれる問合せ言語を用いて検索を行なう。リポジトリとして現在は

��F����+�����&���� *-0� である ,&(�����O� が使われている（+�7&(��&��� ��(������&��

�����������������������������������������������������������
	��坂田毅、多田浩之、大竹智久� B�88+C「メタデータの���上への実装と電子商取引への応用」画像電
子学会第 8回メディア統合技術研究会�
	�� ���!"##��<	�&���	&9���<&�'�����#�
	�� ���!"##$$$�$%&�'#����#���(	#�3�3
!���
@64
���#�
	�� ���!"##	�	�����������	����&�����
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�����を通じて様々なタイプのリポジトリを使用可能とされる		）。�

+*8の取り扱いに特化したデータベースでは、+*8の �つ組を中心とした処理が行わ

れると考えられる。+*8の �つ組によって記述されたリソース同士は柔軟に結合すること

ができるが、それらを +*8 データモデルのままで参照することが可能である。従来のデ

ータベースは構造化が進み柔軟性を失っているのに対して、+*8データベースでは半構造

的なデータ管理が可能であり、さまざまなアプリケーションからの要求にあわせてデータ

ベースを変更するコストの削減などの効果も期待できる。�

�

（３）セマンティック���におけるメタデータの設置・収集・管理方法�

ここまでは、データをシステムがハンドリングするための要素技術について述べたが、

アプリケーションによる利用や、サービスという側面から考えると、メタデータをどこに

おいて管理するかが問題となる。�

（�）既存の���サイトへのメタデータの設置�

セマンティック ��� では、��� の特性としてコンピュータネットワーク上のさまざま

なユーザーがメタデータの生成や管理に携わることになる。個々のメタデータの置き場所

が、各���サイトにあるというケースがまず考えられる。セマンティック���のファー

ストステップとして、/%0�中に +*8を記述することが唱えられている。そして、+���

@+*8�������)�����A� �

はライトウェイトな +*8準拠のメタデータフォーマットである

が、これも基本的には各 ��� サイトがサイトの情報の要約などを提供するのに使われて

いる。これらのケースは ��� 全体が巨大なメタデータ管理システムという位置付けにな

る。�

（�）メタデータの集中管理�

+*8 のリポジトリを構成する試みもある。��
 の ���&��� プロジェクト�
�のように

���&��� サーバをインターネット上に置いておくことによって、+*8 で記述されたアノ

テーション情報を集中的に管理してユーザーに提供できる。ユーザーが ����� などの

��� ブラウザ上で表示している情報の #+$ に対応したアノテーション情報をサーバに問

い合わせる形になる。�

（�）メタデータのインデックス管理及び収集ツール�

+*8����
�のように、メタデータ自体は個々のユーザーが作成・設置するが、そのイン

デックスのようなものを管理する機構も存在する。*�+,�による *�0�プロジェクトに

おいても *�0�によって記述された���上のステートメントを収集する試みも ����年

�月から *�0��
��2����
�によって開始されている。�

また、+*8�
��2����
�もメタデータ収集ツールであり、インターネットから +*8フラ

グメントをダウンロードして知識ベースを構築する。+*8�
��2���は .�����,$を提供す

�����������������������������������������������������������
		� ���!"##$$$���
�&
=�&$���'��&�'#�&$��#	�	����!!��
�

� ���!"##'�&9!	����&&��&�#'�&9!#�		
��2#<���	#	!���<�����&�������
�
�� ���!"##$$$�$%�&�'#����#/��&���#�
�
�� ���!"##��<����&�'#�
�
�� ���!"##$$$������&�'#���$���#�
�
�� ���!"##&��&��&(���	�����������&�'#��<���$�#�
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るので、単独のアプリケーションとして利用する以外に、他のツールの中に埋め込むこと

も可能となっている。�

�/�"�
�は���のためのオントロジー言語であり、���ページの作者が機械処理可能な

形式でドキュメントにアノテーションを付ける事ができる。�/�"では、作者が付けた情

報を���上に置くダイレクト・アクセスと、�������2���を使って集めて知識ベースに格

納するリポジトリ・ベースド・アクセスの２つのアプローチが考慮されている�
�。後者に

関しては、�/�"データの格納と検索エンジンへのアクセスのための.�����,$が提供され

ており、� �������2���の"B7&(Vなど、この�,$を使うツールが各種提供されている。�

�

�����������������������������������������������������������
�
�� ���!"##$$$��	�9�����9#!�&?���	#!�9	#���7#�
�
�� 
�<<���<������&$���	�����������������"�=�&$���'��@�!��	������&�������6��������6�	����9����
7�2��&�������0��6�����	�	��;��2��	����&<����������
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３.２.２ 半自動メタデータ生成システム調査�

 半自動メタデータ生成システムとしてどのようなものが現在存在しているか、また今後

どのようなツールがあり得るかについて調査を行なった。半自動メタデータ生成システム

の一部としてのメタデータ生成規則定義システムの調査（メタデータ生成規則の調査を含

む）も行なった。�

セマンティック���社会の実現においては、少なくともあるコミュニティー（電子政府や業界団

体など）でメタデータの枠組み（属性、エレメントリスト）を決め、それに従ってメタデータを付

与するという実際の作業が必要である。�

特に、メタデータの付与については、���時代でリソースが爆発的に増えている状況にあり、人

手工数の削減は大きな課題となる。膨大で良質なメタデータを継続的に付与、更新していくことが

できなければ、セマンティック���社会は絵に描いた餅にすぎない。�

こうした状況を背景に、コンピュータによる半自動メタデータ付与によって、膨大な人手工数の

削減だけでなく、質のばらつきの少ないメタデータの作成が期待できる。本節では、半自動メタデ

ータ生成について、関連する技術を調査した。�

�

３.２.２.１ メタデータ自動付与における背景技術�

メタデータ自動付与のためには、以下のような技術が必要である。�

�

（１）/%0�パーザ�

メタデータ付与対象が/%0�の場合、/%0�ソース内の特定タグにメタデータとなるべき情報が

含まれていることがある。その場合は、/%0�パーザによりソースのタグ構造を解析し、必要な部

分を取出せば良い。例えば、以下のようなタグがある。�

�

○0"%�タグ�

0"%�タグは/%0�の規格としてフォーマットが決まっているだけで、エレメントは作者が自由に

付けて良いことになっている。おおむね、以下の�つは多くのページで良く見られる。�

� � ��1"S��+*�=�キーワードを記入する� @*
=�)�F���A�

� � ��*"�
+$,%$�4=�ページの説明文を記入� @*
=*�(���7��&�A� �

�

○%$%�"タグ� @*
=%����A�

�

（例）実際には、これらのメタデータは次のように/%0�内に埋めこまれる。�

9<��';�

90"%��4�0"QP�#%/�+P�
�4%"4%QP/��%()'�P;�

90"%��4�0"QP1"S��+*P�
�4%"4%QP情報検索LテキストマイニングL���マイニン�

グL自然言語処理P;�

9�����;テキストマイニング研究のページ9>�����;�

9><��';�

�

（２）�情報抽出技術�



�

����

情報抽出（$�C&�����&��"B������&�）とは、文書から特定のイベント情報�（あるイベント���/

情報）などを自動で抜き出す技術である。自然言語処理研究では、従来、新聞などのテキスト群を

対象に、特定パターンの文字列から情報を抜き出すなど、多くの研究が行なわれてきた。���文書

を対象としての最近の動きとしては、���77��@ラッパーAと呼ばれる、タグを手掛りにした手法が

多くなっている。ラッパーを使った応用としては、複数のショッピングサイトから商品の価格情報

を取出して横断検索をできるようにするとかのように、���情報をデータベース化するのが一般的

である。�

例えば、坂元論文�
�には、以下のような/%0�文書から国別の統計情報を抜き出しレコード化す

る例と、その自動化手法が解説されている。�

�

@例A�

元の� /%0�文書=�

9/%0�;9%$%�";9>%$%�";9-�*S;�

9-;
&��&9>-;9$;�	�9>$;9-+;�

9-;"��7�9>-;9$;��9>$;9-+;�

9-;-���:�9>-;9$;���9>$;9-+;�

9-;�7���9>-;9$;�	9>$;9-+;�

9>-�*S;9>/%0�;�

抽出されるレコード情報=�

@@
&��&L�	�AL@"��7�L��AL@-���:�L���AL@�7���L�	AA�

�

情報抽出技術はメタデータの特定エレメント抽出にも利用可能である。例えば、*
=+��<�(

（�&7����<�表記を手掛り）、�&����&�（住所表現を手掛り）などが考えられる。�

�

（３）文書自動分類技術�

文書自動分類技術は大別すると、以下の�種類に大別できる。�

�

①クラスタリング� @��)������A：文書群を与え、文書の類似度により複数のグループに分ける�

②カテゴライゼーション� @�����&��:���&�A：文書群と既存クラスを与え、文書群をクラスに割り当て

る。�

�

メタデータ自動付与としては、カテゴライゼーションの方が関連が深い。というのも、例えば�

*
=�)�F����のようなエレメントは、統制されたシソーラス語彙を付与することが推奨されている。

統制語によるクラスへの割当てと考えれば、カテゴライゼーションの問題に帰着する。�

カテゴライゼーションは以下のような技術の組合せで実現される。�

・ 形態素解析�=�文を単語に分割する。日本語の場合は単語間にデリミタがないので、辞書やルー

ルを用いた処理になる。英語の場合は、動名詞の活用の統一（(�������と呼ばれる）などが必

要。�

�����������������������������������������������������������
�
��坂元�有村「���マイニング」人工知能学会論文誌��:&���)��.&���!!��%%
�% �������
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・ キーワード抽出=�単語の中から、文書やクラスに特徴的なキーワードを取出す。特徴的なキーワ

ードとは、例えば、その文書に多く現われ、他にはあまり出現しないものというものが考えら

れる。%8$*8と呼ばれる有名な単語の重みづけ手法は、その一例である。�

・ 特徴素選択=�文書やクラスの特徴となる情報を選別する。たとえば、キーワードの列（ベクトル）

とかが一般的。���文書の場合には、#+�特徴や、リンク元のアンカー文字列の組込みも有効

とされる。�

・ 類似度マッチ=�文書やクラスの特徴素間の類似度を定義し、その近さを計算する。例えばキーワ

ードベクトルに対しては、その方向の近さをベクトルの内積（二本のベクトルの作る角度のコ

サイン）で表すなどの手法がある。�

�

（４）その他�

例えば、*)�����
&��エレメントのうち、*���（日付）、8&����（フォーマット）、$'����C����（���

の場合は#+�）などは、���における/%%,プロトコルの結果などから得ることができる。�

�

３.２.２.２ メタデータ自動生成ツール�
��

（１）メタデータエディタ�

メタデータエディタとは、メタデータの中身を入力するのを補助するツールやテンプレートのこ

とである。メタデータの中身は基本的に作業者が付与し、出力フォーマット@+*8、/%0�内の

0"%�タグ埋め込みなどAへの変換はエディタが自動的に行なうことで、人手によるミスと労力を減

らす。�

�

○*)�����
&���0���'�������7�����

M開発元N�4&�'���0���'����,�&F����

M#+�N�<��7=>>222�)���)�(�>����'���>*
J�����&��<����

M対応メタデータN�ダブリンコア�

M出力フォーマットN�/%0��@�L	A�0���タグ埋め込み�

���のフォームになっており、ダブリンコアの��エレメントのうち必要な情報を入れると、/%0�

の0"%�タグ埋め込み形式のダブリンコアメタデータを作成する。利用者は、その部分を自分のペ

ージにカットIペーストする。出力形式は/%0�@�L	Aのみ。�

�

○+������0���'����"'��&��

M開発元N� � *�(����)��'���(���(�%��<�&�&���
������

M#+�N� � <��7=>>����'�������>'(���

M対応メタデータN�ダブリンコアL�スキーマファイルを与えれば他の����などにも対応可�

M出力フォーマットN�/%0����@0"%�タグAL�/%0�	���@0"%�タグAL�+*8L�+*8������������'�

ダブリンコアだけでなく、スキーマファイルを定義することで、独自のメタデータ形式にも対応で

きる。�

�

�����������������������������������������������������������
�
�� ���!"##$$$��	�����9��9#@�	�����#0�&?���	#�������#�&&�!&	������を参考にした。�



�
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○0���������������"'���%&&��

M開発N���������������&C�%�(������ �

M#+�N� � <��7=>>222�'(����')��)>+*#>0������>�������J�&&��<����

M対応メタデータN�ダブリンコアL�����L�*0$4�
&���

M出力フォーマットN�/%0��@0���タグA�

%�(�������������(������で用いられている。出力されるファイルを/%0�やテキストに埋め込む。�

�

（２）メタデータジェネレータ�

エディタは作業者が全ての属性値を入力する必要があるのに対して、ジェネレータは、いくつか

の属性値はシステムが自動で作成してくれるものである。メタデータのエレメントにより、自動化

の精度はまちまちである@詳細は@�A参照A。したがって、ジェネレータは、実際はツールとしてはエ

ディタ機能も持ち、誤って付与された値は簡単に修正できるようになっている。�

�

○*
�'&��

M開発N�#1��4L�#�����(����&C�-��<�

M#+�N� � <��7=>>222�)6&������)6>����'���>'�'&�>�

M対応メタデータN�ダブリンコアL�他の形式�@#�0�+
L���$8L�$�8�>+��*�L�%"$�<��'��(L��$��L�

$0�Aにも変換可能�

M出力フォーマットN�/%0��@0���タグAL�+*8�

#+�を与えると、そのページ本文からダブリンコアメタデータエレメントを自動的に作成する。い

くつかデータを与えた結果から類推するに、大体次のような動作をしているようである。�

�

*
�%����：� 9�����;タグを参照する。�

*
��)�F���：�9����;タグの1"S��+*を参照する。無い場合には、アンカー文字列から抜き出

したキーワードを入れる場合もある模様。�

*
�*�(���7��&�：� 9����;タグの*�(���7��&�を参照する。�

*
�*���：�最終更新日を参照する。�

*
�8&����：� <���の場合は� ��B�><���とする。�

*��$'����C���：� #+�を参照する。�

�

○/��&C�2����%������

M開発N�/��&C�2���社�

M#+�N� � <��7=>>222�<�(&C�2�����&�>�������<���

M対応メタデータN��$��L����$��L�ダブリンコア�

/%0�@5/%0�にも対応Aファイル群を選ぶと、ウィザード形式でメタデータを付与してくれるツ

ール。�

・キーワードは人手付与または本文からの自動抽出が可。スペルチェックや、シソーラスによる統

制語への変換にも対応�

・自動的にメタデータつきのページに変換し、サーバにアップする。@形式は/%0�内0"%�タグ

で、+*8などはない様子A�
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・検索エンジンコントロール用メタデータにも対応。例えば、ロボットがリンクを辿って良いかど

うか、インデクシングして良いかどうかなど。�

�

３.２.２.３ 実例 �：オーストラリアの政府系メタデータ ����と半自動生成ツール�

オーストラリアは非ヨーロッパ圈ではメタデータに関して最も進んでいる国と言われる。�

オーストラリアにおける政府系メタデータとして有名なものが����（�)(���������&���������

�&���&���������）である。����は、オーストラリアの4���&�������<���(�&C��)(�����(�@4��Aによ

り、政府系公開情報リソース（文書、サービス）に対して付与されているメタデータエレメント標

準である。4��では、メタデータを付与した政府系リソースをアーカイブとして管理している。�

����はダブリンコアを拡張した��のエレメントからなり、���
年から���!年にかけて策定され

た�
	。����メタデータは基本的には、リソースの作者（
����&�）または出版人（,)���(<��）が

付与するものである。その作業において、メタデータ付与ソフトウェアが利用できる。�

例えば、�)�F���フィールドは、リソースの主題キーワードを記述する。シソーラスによる統制キ

ーワードを付与することが推奨されている。例えば、�

�

W���������&C�
&����((��)�F����/��'���(の例�

M�
�/N�-�&���7<��(����&������������)(�������

�

W�0��/���0�'������)�F����/��'���の例�

M0��/N������"B7��((�&��+��)����&�L�-��������� �

�

����のメタデータ付与ツールには以下のようなものがある。�

�

○+���=�前述の+�����の軽量版�

メタデータエディタである。対応メタデータは、ダブリンコアL������@��������L����L����AL�"'4�L�

O�*��E。他にもスキーマを定義すれば他メタデータにも拡張可能である。�

�

○1�������

M#+�N�222�6��������&���)�

#+�を入れると、ページ内テキストを解析して、%$%�"L�1"S��+*�L�*"�
+$,%$�4を入れて

�����������������������������������������������������������
�
	� /A��のエレメントは以下の �8個である。ダブリンコアと同様に、H9���<���も許される。（.//の
ホームページ� ���!"##$$$�����'&2��9#�よりアクセスできる）�

5����&�� 09���	����� 5&�����9�&�� @�'��	� � ������
�9�?����� 6�	���!��&�� �&9���� � ���'9�'��� @�����&��
5&2���'�� 49����&�� � 6���� � ��!�� � 4&�����
-�����<���� /2����������� /9�������� ��������

/A��はオーストラリアにおける各種メタデータの基本と言っても良く、実際 /9	�����������.�$�
K������������-�<&�����&��5&9����（/.K�-5）以外の次のようなメタデータは、全てダブリンコアまた
は /A��準拠している。�


�7�9����&����.��$&�(�/9	�����	�B7�./C�

�7�2��&��������@�	&�9��	�-�<&�����&��.��$&�(�B7@-.C�

��9	���		�7�����0&����B�70C�

�������-�	���� �
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くれる。文書自動分類を行なっていると思われる。メタデータ形式はダブリンコアである。出力形

式は/%0�L�+*8に対応している。�

�

３.２.２.４ 実例 �：富士通研究所による���ディレクトリ自動生成ツール�

�

津田論文��
では、S�<&&のようなディレクトリを自動的に作成することを目的として、いくつか

のページメタデータの自動付与を試みている。一部は商用に使われている。�

���ディレクトリは、人気がありかつ情報の入口となるメニュー的なページがコンテンツとして

望まれる。そのため、そのようなページを選別するためのメタデータを付与しているのが特徴的で

ある。技術的には、���のリンク関係の解析により、そうしたメタデータを付与しているのが特徴

的である。ダブリンコアを拡張した、以下のエレメントの自動付与を行なう。�

�

��*�(���7��&�：0"%�タグ内またはページ本文の最初�

��,)���(<��：ホスト名�

��*���：最終更新日または���2���による最終取得日�

��%�7�：ページ@ナビゲーションAタイプ。�

メニュー、リンク集、コンテンツを、ページ間のリンク関係を元に判別している。例えば、メニ

ューページはローカルリンク数や被リンク数が多い、リンク集はサーバ外へのリンク数が多いな

どの特徴を使っている。�

��8&����：/%0�など�

��$'����C���：#+�。ミラーサイトは同一のものとして縮退。末尾の��'�B�<���などは適宜削除�

���&)���：リンク元#+�集合�

������)���：コード種別からヒューリスティックスで判定�

��+�����&�：特定ドメインとの関連度� �

� �リンクの近さで定義する。社内向けディレクトリであれば、社内ページからのリンクトポロジの

近さにより、業務に関連した情報かそうでないかを判別する。�

��
&�������@�&����&�A：情報抽出により、ページ本文中の関連地域を取出す。�

��+��6：ページ人気度。そのページがどのような他ページからリンクされているかを基準に算出し、

時系列的動きの情報も加える。�

�

このようにして、地域／ジャンル／時間と様々な観点を組み合わせた、多観点のディレクトリイ

ンターフェイスを実現している。図�３��は、経済産業省に関係するカテゴリのページ画面である。�

+��6の情報は、ダブリンコアにはないが、情報の新鮮度を与えるため、特に���のように動きの

激しい世界では重要となる。例えば、図�３���に、厚生労働省の狂牛病関連のページの動きを示す。

上に行くほど、そのページへのリンクが増え、世間から着目されていることがわかる（数字は、同

ページの注目度順位を表し、小さいほど上）。世間で話題になった����年��月中旬から、同ページ

へのリンクが増えているということがわかる。�

�����������������������������������������������������������
��
�津田�鵜飼�三末「���ディレクトリのためのページメタデータの自動付与の試み」情報学シンポジウ
ム ������!!��+
�,�������
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���の場合、アクセスログがサーバにしか残らないこともあり、外部からページの人気度を測定

するのは難しいが、リンク関係の解析によりある程度人気度を測定することが可能である。�

���リソースは雑多なので、著者がつけたメタデータだけでなく、外部からの評価指標も必要と

考えられる。そのようなメタデータ付与には、ここで紹介したような技術が必要と考えられる。�
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図�３�� 経済産業省のカテゴリ�
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図�３��� 厚生労働省の狂牛病関連情報ページの動き�
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３.２.３ 対話型メタデータ生成システム調査�

 セマンティック ��� 技術を利用するにあたって、ひとつの大きな課題はオントロジー

（���&�&��）と呼ばれる実世界の知識の記述を如何におこなうかということである。+*8

による記述は、明確ではあるものの、定義された内容の相互関係を直感的に把握するのは

困難である。複雑な知識を記述するためには、内容を図を用いて可視化したり、対話的に

編集したりできる編集システムが必要である。このために開発されているいくつかオント

ロジーの作成・編集システムについて説明する。�

�

（１）オントロジーの作成・編集システム�

 ��(���'��大学 �&�������������$�C&������(（��$）では、�&�'��%&&�(�������というプ

ロジェクトで、利用者が適切なツールを選択するのを支援するという目的で、オントロジ

ーを作成するための以下のツールの評価をおこなっている。�

・ ���&����)��

・ ������&�

・ ,�&�V�V����

・ ���&��)�)(�

・ �*"�

・ 1�*����

 この中からスタンフォード大学 1��（1�&2��'�����(���(����&���&��）の ���&����)�

システム���を紹介する。�

�����������������������������������������������������������
���� �&�����&&�	�����!"##$$$�	$��!	��92����#$&�����&&�	#�
���� 69���2�����/��
�����&�����@��������������@���=���!����������?����	�:��@���&�����&&�	L�/�
�&�!�����2��	�9���&<�&��&�&'�������'�������'��&&�	��-��0�&������������-�������������&�(	�&!�&��
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 ���&����)� システムは、サーバと記述言語からなり、��� ブラウザからサーバにアク

セスしてオントロジーの作成、編集、挿入や統合を行なえる。また、複数の利用者が協同

して設計できるという特長を持っている。図�３���及び図�３���に ���&����)� のオント

ロジー作成���画面を示す。�

 �

図�３�������&����)�におけるクラスの定義画面（E�<����クラスの属性を定義）�

�
図�３��� ���&����)�におけるクラスの定義画面（E�<����クラスの作成）�

�

�

�
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�

オントロジーは、一般的に概念とその関係性の記述として表現されるが、���&����)�

では、それぞれクラス及びスロットとして表現している。�

図 � ３ ���は、E�<�����%)�&���� という新しいオントロジーを定義したのち、

E�<�����%)�&���� に「車」を表す新しいクラス E�<���� を定義している画面である。クラ

ス E�<����は、?�<�����((�&C�������<����?を記述したもので、既に定義されている「物」を

表すクラス %<���のサブクラスとして定義している。図�３���は、クラス E�<����にいく

つかのスロットを定義した後の画面である。�

 ���&����)� は、公理（�B�&�）と呼ばれる規則を定義する機能も有している。例えば、

「�匹の動物が兄弟ならば、彼ら両方の母であるものが（�匹）存在する」という規則（公

理）によって、兄弟という概念と母子という概念の関係を記述している。�

 サーバは、スタンフォード大学のサイト���から使用できるようになっており、上述した

機能のガイドツアーも用意されているので、詳細についてはそちらを参考にされたい。�

 上記 �&�'��%&&�( によって挙げられたツール以外に、商用システムとして ���&"'��

システムがある���。���&"'�� はカールスルーエ大学の �$8- が開発し、独 ���&7��(� 社

が商用化したもので、���&����)�と同様にオントロジーの生成、処理等の機能を有し、さ

らに��
標準である +*8（+�(&)����*�(���7��&��8����2&�6）や、*�0�3�$�、8��&���

の各形式に対する入出力機能を有している。���&"'��のオントロジー作成画面を図�３���

及び図�３��	�に示す。�

�

�

図�３��� ���&"'��におけるコンセプトの定義画面�

�

�����������������������������������������������������������
���� ���&7��������!"##$$$�&��&!��	����#�
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図�３��	 ���&"'��におけるインスタンスの作成画面�

�

 ���&"'�� では、情報を階層的に表示できる。このため、概念階層を辿りながら必要な

情報を編集できる。図�３���は、人（7��(&�）という概念の下位概念として女性（2&���）

や男性（���）を定義している画面であり、図�３��	は、人（7��(&�）という概念の実体

（インスタンス）として �名を定義している画面である。�

また、���&"'��では、公理を記述し、それを適用するために、8��&���という述語論理

の処理系を組み込んでおり、述語論理により規則（公理）を記述できる。しかし、8��&���

による公理の記述は、利用者には難解である場合が多いため、公理を設定するたに、「背

反 @'�(F&���Aの概念 ���」や「対称的 @(��������A ���」「反対 @�����(�A ���」「 ���推移的

@����(�����A」な「関係」を指定できるようになっている。例えば「女性」と「男性」は背

反の概念であるという公理を 8��&���で記述せずに、「女性」と「男性」のコンセプト間

は「背反」であると設定することにより公理とすることができる。これにより実体が「女

性」かつ「男性」を継承することはできなくなる（即ち、女性でありかつ男性であること

はない）。�

�����������������������������������������������������������
����背反の概念：概念 /と概念 �の両方の下位概念になることはないこと。上記、女性・男性の例参照。�
����対称の関係：一つの関係 @に対して /と �とがある関係 @にあるとすると、�と /とも同じ関係 @
にあること。例えば、/と �とが兄弟であれば、�と /とも兄弟であると言って良い。�
����反対の関係：二つの関係 @と �について、/と �とが関係 @にあるとき、�と /とは関係 �にある
こと。@が会員を表し、�が所属団体を表すとすると、/が �の会員であれば、�の所属団体に /があ
るというのは真である。�
����推移的な関係：一つの関係 @に対して、/と �が関係 @にあり、�と 5とも関係 @にあるとき、/

と 5も関係 @であること。例えば、@が到達可能の関係を表すとき、/から �へ到達可能で、�から 5
へ到達可能であれば、/から 5へ到達可能であることが成り立つ。�
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３.２.４ 利用者プロファイル定義システム調査�

利用者プロファイルとは、サービスの提供者がその利用者各々に対して適切なサービス

を提供するために参照するデータのことであり、いわゆる情報サービスのパーソナライゼ

イションやワン・トゥ・ワン・マーケティングに用いられる。電子政府においては、国民

に対して年齢層や地域特性に応じた情報サービスを行なうために重要な役割を果たすもの

と考えられる。�

利用者プロファイルの身近な例としては、ユーザーエージェント（���ブラウザなど）

で管理され ��� サーバ側で参照される 
&&6�� がある。
&&6�� の典型的な用途は、ある

��� ページに対して各訪問者が何回訪れたかを記録しその回数をページ上に表示したり、

会員登録した訪問者の登録内容（の一部）を記録して次回訪問時に自動的に認証を行なっ

たりすることである。�

�

（１）プライバシー情報取扱いに関連した利用者プロファイルの定義�

利用者プロファイルは次のように分類できる。�

@�A�利用者個人に関する情報（主に認証やサービスの個人向け最適化に利用）：氏名、性

別、年齢、住所、電話番号、Ｅメールアドレス、公開鍵証明書など�

@�A�利用者の嗜好情報（主にサービスの個人向け最適化に利用）：閲覧したコンテンツや

利用したサービスの一覧（履歴）など�

@�A�利用者の端末デバイス関連情報（主に端末向けのコンテンツ最適化に利用）：画面の

解像度、カラー表示の可否、音声出力の可否、��の種類など�

これらは利用者個人のプライバシーに関わる情報であり、特に@�Aや@�Aに該当する情報を

サービス提供者側が無断で収集したり、利用したりすると問題である。そこで、��
では

,�,��	という技術標準を策定中であり、サービスを提供するサイトがプライバシーポリシ

ーを利用者に明示したり、サイトとユーザーエージェントとの間でプライバシーポリシー

に関する不一致を自動的に検出したりできるようにしている。また、サイトが収集する利

用者の個人情報について、データの分類を行なっている（３．１．５．１節を参照のこと）。�

,�,� ��� 勧告案ではプライバシーポリシーなどを 50� で記述するようになっており、

テキストエディタで直接記述できる。しかし、サイト管理者や ��� ブラウザの利用者が

全てのタグとその意味を理解して記述することは困難であるため、様々な設定支援ツール

が開発されている。�

0���&(&C�社は現在最もポピュラーな���ブラウザである $��������"B7�&���のバージ

ョン  で ,�,に対応し、
&&6��のフィルタリング処理について利用者に簡易な設定手段

を提供している��
。また、財団法人ニューメディア開発協会では、,�,準拠のプライバシ

ーポリシーの作成を支援する各種ツールを開発、無償提供しており、サーバ（���サイト）

側とクライアント（ユーザーエージェント）側のそれぞれについて詳細な設定が可能にな

っている���。�

�����������������������������������������������������������
��	� ���!"##$$$�$%�&�'#0%0#�
��
� -��������7*!�&����)�のプライバシー機能：�
���!"##$$$�����&	&<���&�#?�!��#��2��&!��#�������	#��!��2#����#��)!��2���<���9����	!�
����プライバシー情報管理システム：���!"##$$$������&��?!#���#!��2���#�
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（２）���サイト構築システムにおける利用者プロファイル定義�

��� サイトから提供されるコンテンツやサービスを各利用者の個人情報や嗜好に応じ

て最適化するサーバ側のパーソナライゼイション機能は、多くの商用 ��� サイト構築シ

ステムに搭載されている。$-0社の����7<���には����7<����,��(&����:���&�という

オプション製品が用意されており、専用のルールエディタによって利用者プロファイルの

ルール定義とコンテンツ定義が可能になっている���。-"�� ��(���( 社の ����&��� にも

同様の機能を持つ����&����,��(&����:���&��������が用意されている���。�

�

（３）利用者が用いる端末デバイスのプロファイル定義�

一方、前述の� X@�A�利用者の端末デバイス関連情報?�を定義するための規格として��


では 
&�7&(���� 
�7��������(>,��C������� ,�&C���(（

>,,）の策定が進められているM N。

端末デバイスは各利用者がコンテンツや情報サービスにアクセスする手段であり、最近は

デスクトップ ,
やノート ,
ばかりでなく ,*�や携帯電話、セットトップボックスなど

多様なデバイスを利用できる。端末デバイスの選択には利用者の嗜好や状況が反映されう

ることから、これも利用者プロファイルの一部と考えることができる。�



>,,は +*8で記述するメタデータであり、将来的には ,�,とも密接に関係してくる

ものとみられる。

>,,� �&�6���� ��&)7�のホームページ���にも記載されているように、

/,� ���(�の� *"�$�や� ��
の .��(�2 など 

>,, に対応したサーバはいくつか発表さ

れているが、定義ツールやクライアント端末側のサポートはまだこれからという状況であ

る。�

�

（４）電子政府における利用者プロファイル定義�

現在、日本国内全ての都道府県庁公式サイトで、情報公開もしくは各種申請書用の文書

フォーマットの１つとして �'&�����(���(社が開発した ,*8が採用されている���。,*8

文書のオーサリングツールである ���&���では、,*8文書にその作成者のプロファイルを

+*8形式で自動的に埋め込むようになっている（図�３���、図�３�� 参照のこと）。�

�

�����������������������������������������������������������
���� -�������!�����0��	&����E���&�：���!"##$$$
)������&�#?!#	&<�$���#���	!����#!��	&����E���&�#�
���� �7/�����&'���0��	&����E���&�����2��：�
���!"##$$$����	�	��&�?!#!�&�9��	#����&'��#�&������#����*������
���� 55#00��&�(��'�A�&9!：���!"##$$$�$%�&�'#�&����#5500#�
����アドビシステムズ（株）、全都道府県庁の公式サイトが /�&���064を活用と発表�
���!"##$$$���&����&�?!#��&9���&��#!��		�&&�#!��		�����	�	#������#�������)!�<������
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�

図�３��� ���&���で自動生成されたプロファイルの例（一覧表示）�

�

�

図�３��  上記プロファイルのソース（一部）�

�

���&���では、このようなメタデータに加え、,*8文書上に設定されたフォームに必要

事項を入力し、電子署名を付加した電子申請書としてオンラインで提出することが可能と

なっている。（図�３��
参照のこと。）�

�
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図�３��
 電子署名（右上部分）を付加した ,*8文書の例�

�

このほか、特に電子政府においては、利用者プロファイルに登録すべき情報が手書きや

プリントされた紙の帳票の形で提出、管理されている場合も多いと考えられる。既に紙の

文書として蓄積された情報は、人手によるキーボード入力とスキャン画像を組み合わせて

電子化されるほか、�
+（光学的文字認識）を用いて自動的にテキスト情報を入力し、全

文検索が可能な製品もある。�

さらには、定型的な紙面を �
+ で認識し、プロファイルとして適切な情報を抽出する

技術も開発されている。実用化している典型例としては名刺管理システムがある。専用の

スキャナにより �
+ を通じて氏名、会社名、住所、電話番号などを自動的に認識し、デ

ータベースへ登録することができる���。今後は ,*8や���ページを用いた電子的帳票入

力と �
+ を用いた紙帳票の電子化を統合したプロファイル入力・管理システムが、各電

子政府・電子自治体に導入されてくるものと予想される。�

�

�����������������������������������������������������������
����名刺管理ソフトの例：���!"##$$$���������2���&�?!#!�&�9��	#!��(�'�#$��#��&�#��&�,�#�
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３.２.５ セマンティック検索システム調査�

 セマンティック���の電子政府への応用として、政府や自治体が収集・発行・管理する情報に対

する、より人間に近い知的なセマンティック検索が期待されている。本節では、セマンティック検

索を必要とする応用事例と、そこで使用あるいは要求される技術について述べ、セマンティック検

索の可能性・将来性を示す。�

 

３.２.５.１ 応用事例�

（１） ホームページ検索 

 政府には多くの省庁や関連機関が存在し、それぞれが独自のＨＰを立ち上げて情報を提供してい

るが、一般利用者にとっては、求める情報の管轄省庁がわからないとなかなか情報にたどり着けな

い。このため、電子政府全体を統合的に検索する仕組みが必要である。現状では、例えば、総務省

のＨＰ���では、「電子政府の総合窓口」として政府系の全ＨＰに対する検索がかけられるようになっ

ているが、まだキーワード検索の域を出ないため、必ずしも使い勝手の良いものではない。（図�

３��!参照のこと。） 

 

 

図�３��! 総務省「電子政府の総合窓口」�
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また、地方自治体による情報提供においても同様の問題が存在する。欲しい情報はわかっ

ていても、それがどこの場所（自治体）にあるか知らない場合には、情報にたどり着くの

は容易ではない。このため、財団法人地方自治情報センター（総務省関連機関）では、

4$,,�4�4�����と呼ばれる、地方自治体のＨＰ検索のためのポータルサイトを運営してい

るが、キーワード入力の仕組みに工夫は見られるものの、まだ使い勝手は十分ではない。

（図�３���参照のこと。）�

 

 

図�３��� 地方自治情報センターの「4$,,�4�4��」�

 

（２） デジタル・ミュージアム 

 日本には国や地方自治体が運営する美術館・博物館等が多く、電子政府の一環として、文化財の

保護と国民への情報公開サービスの両方の観点からデジタル・ミュージアムが構築されている。代

表的なものとして、デジタル・ミュージアム推進協議会（総務省関連組織）が運営する、全国のミ

ュージアムが保有している美術品を横断的に検索することのできるデジタル・ミュージアム��	があ

る。（図�３���参照のこと。）�
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図�３��� デジタル・ミュージアム推進協議会の「デジタル・ミュージアム」�

 

同様の取組みはヨーロッパにおいても数多くのプロジェクトが進められている。例えば、英国で

は、大英博物館��
の所蔵品のオンラインデータベース（図�３���参照のこと）、4���&����%�)(����の

管理する歴史的資産のデータベース（図�３���参照のこと）、���'(������%�)(�による絶滅危機生物

のデータベース構築を目的とした�+1���プロジェクト���（図�３���参照のこと）などがある。�
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図�３��� 大英博物館の所蔵品のオンラインデータベース�

�

図�３��� � 4���&����%�)(�の管理する歴史的資産のデータベース�
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図�３��� � ���'(������%�)(�による �+1���プロジェクト�

 

３.２.５.２ 必要な技術����

（１）知的検索 

 上記の応用事例のホームページ検索やデジタル・ミュージアムの多くは、インターネット上に分

散した情報源を統合的に検索するものである。それぞれの情報源は独立して設計・構築されるもの

であるため、横断的に検索することは容易ではない。この問題を解決するため必要な要素技術とし

ては次のようなものがある。 

 

○オントロジー変換 

分散型のデジタル・ミュージアムでは、それぞれの情報源ではシソーラスを使用しているかもし

れないが、横断的に見た場合、情報アイテムの属性の名前ですら統一されている保障はない。例え

ば、美術品の製作された年は、“製作年”“年代”“時代”などの表現のゆれが見られる。このため、

表現の同義性を判断する必要があり、あらかじめ一つの統合的なオントロジーにマッピングしてお

くか、オントロジー（表現）間の同義関係を表す変換規則を用意しておき検索時に変換するなどの

手法が要求される。 

 

○自然言語表現からの情報抽出（専門用語抽出、テキストマイニング） 

検索の対象となるホームページやデータベース・エントリは自然言語で表現されているため、検
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索要求に適合しているかを判断するには、自然言語表現からの専門用語抽出、さらには、意味解析

に基づくテキストマイニングによる情報抽出技術が必要となる。 

 

○検索要求の自由記述入力 

現状の検索要求入力はキーワード入力が基本で、�4*>�+の組合せは可能なものの、ユーザーの

意図が十分に表現できないという問題がある。このため、検索要求の自然言語による自由記述入力

が必要である。検索システム側は、入力された検索要求を解析し、検索に必要な用語と意図を抽出

し、検索式に変換する機能が求められる。 

 

○意味的マッチング 

現状の検索アルゴリズムは、入力されたキーワードに対する全文検索が基本である。しかし、単

純なキーワードマッチングでは、表現のゆれに対応できないため、オントロジーによってサポート

される表現間の意味的な関係に基づいて、検索対象を展開あるいは絞込みする機能が求められる。 

 

（２）知的問合せ（クエリー・サポート） 

データベースに格納されている情報に対して、知的な問い合わせを行なう手法について、セマン

ティック���では研究が進んでいる。近年、コンピュータネットワーク上でやり取りされるさまざ

まな情報を50�で取り扱う動きが盛んだが、セマンティック���でも知的な問い合わせの対象と

なる情報を50�で記述し、相互運用性を向上させようとしている。しかし、50�は任意のデータ

構造を表現できるが、構造が何を意味するかについては規定していない。そこでセマンティック

���では、50�をベースに情報の意味を記述するためのデータモデルを規定した+*8をメタデー

タの記述に活用しようとしている。+*8のデータモデルに従って、既存のデータベースのデータを

変換したり、新たに登録する情報やデータに意味を付与したりしておけば、全文検索に頼らずに、

よりユーザーの質問の意図に沿った回答を返すことができる。�

例えば、官公庁のホームページを利用して「ある種の申請書の提出をどの窓口が今日受け付けて

いるか」調べたいとする。官公庁のホームページ内を全文検索しても、たまたま自分が知りたいこ

とがすべて載っているホームページが見つからない限り、検索結果を基にいくつものホームページ

を人間が読んで答えを探す必要がある。申請を受け付けない日があることを書いてあるページや、

各窓口の取り扱い申請書類一覧の表などを見つけてやっと目的の知識を得ることがきるかもしれな

い。�

ここで、各「窓口」のメタデータとして、+*8による「取扱申請」、「受付日時」、「場所」に関す

る記述がされていると仮定する。また、「取扱」と「受け付け」は似た意味であることが記述された

メタデータ（オントロジー）があったとする。そのようなデータベースが整った条件下で、知的な

問い合わせを行なうと、ユーザーが申請したいと考えているものが、まずどの窓口で取り扱われて

いるかがすぐにわかる。そして、「今日」という言葉は時間の一種で、現在の日にちをシステムで調

べて、その日にちが「受付日時」の範囲内に収まっているかを調べることができるかもしれない。

そしてユーザーに対しては、ユーザーの住所などの利用者プロファイルを参照して、「あなたの現在

いる場所から一番近い窓口はどこにあって、本日何時までなら申請書の提出が可能です」と表示さ

れるかもしれない。（さらに、実際に窓口にいかなくて済む電子的な申請方法もあわせて勧めるかも

しれない。）�



�

�����

上記のような世界を実現するシステムにおいて最もコアとなる要素技術の１つは、+*8専用のデ

ータの取得・変更・挿入・削除などを行なうクエリー（O)���）言語の開発とそれを利用した検索

システムであると考えられる。�

オランダの �$'����(�����&�社で開発された ��(������と呼ばれる +*8スキーマベースのリポ

ジトリとその検索機能を備えたツールがある（これは将来的には*�0�3�$�ベースの検索もサポ

ートする予定がある）。"#委員会の $�%プログラムにおいて活動している���%&�1�&2��'��プロ

ジェクトの主要な発表成果の１つである。検索言語に�O�ベースのギリシャの $
��8�+%/で開

発された+O��@+*8���<����O)��������)���Aを用いている。�

この他にも�����で述べたように、+*8��&��の+*O�>�O#$�/、+*8'�の�����、さらに/,

の+*O����など、�O�のような形式で+*8のステートメントを検索する言語が開発されている。�

今後は、クエリー機能の向上と、このクエリーを操作するための扱い易いユーザーインターフェ

イスの開発が必要である。�

現在世の中に提供されているセマンティック検索デモシステムの多くは、ある程度閉じたサイト

内に蓄積された+*8データや、検索できる+*8データのボキャブラリに対して制約を課している。

今後は、オントロジーの相互変換や統合などを複数のサイト間などで動的に行なうフレームワーク

の開発が必要になると考えられる。�

*�0�プロジェクトの $%%��1����は、$%分野の講演の���ページにメタデータを付与し、さ

らに個人のプロファイルやスケジュール、住所などの情報と組み合わせて、エージェントが推論を

行ない、参加が推奨される講演をユーザーに提供するポータルサービスである。$%%��1�はいく

つかのエージェントを持ち、その中の0�7O)�(�エージェントと呼ばれるものは、別のサービスに

対するオントロジーの翻訳機能を提供し、ユーザーの興味のある講演を探すエージェントと協調し

て動作する。ここでは、�
0のトピックと#0-
�@#�����(����&C�0������'�-�����&���
&)����A

のトピック間でオントロジー交換を実現している。このような技術が任意のオントロジーの相互変

換フレームワークの開発の進展につながると考えられる。�

さまざまなオントロジーが存在し、それらを相互に参照して動作するシステムの場合は、従来の

�$ システムでは許されなかった矛盾などについても処理できる仕組みが必要になる。現在の ���

の検索結果に誤り（ユーザーの意図と結果が異なっているという意味で）があっても、検索エンジ

ンがそれなりにユーザーの役に立っているように、まずは柔軟なルール運用による実用性の検証が

求められている。また、オントロジーの信頼性に関してもデジタル署名や複数ユーザーのレイティ

ングなどによってフィルタリングするアイデアがあるが、実用性の検証が求められている。 
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